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介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
自

身
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

活
動
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
た
め
の
介
護
予
防
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

人
が
対
象
と
な
る
「
介
護
予
防
活
動（
一

般
介
護
予
防
事
業
）」
と
、
要
支
援
１
・

２
お
よ
び
事
業
対
象
者
が
対
象
と
な
る

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）

　

４
月
１
日
以
降
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
く
て
も
、
一
人
一
人
の
生
活

に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
の
利
用
に
よ
り
、
で
き
る

だ
け
介
護
を
必
要
と
し
な
い
、
自
立
し

た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

問 

介
護
保
険
課 

☎（
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）０
３
０
０
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目 次

表 紙

人 口

人口・世帯数 前月比

総人口 ３１，７４０ － 121

男 性 １５，２２５ － 51

女 性 １６，５１５ － 70

世帯数 １４，６０４ － 78
( 平成 29 年２月末現在・外国人含む )

　３月５日、成羽文化センター周辺
を会場に「第 30 回体力つくり なりわ
神楽マラソン」（同実行委員会主催）が
開催され、神楽オブジェが並ぶ神楽
ロードを 245 人のランナーが駆け抜
けました。

２ 介護予防・日常生活支援総合事業

４ いつまでも暮らしやすいまちを目指して
～高梁市立地適正化計画の策定～

６ 行政情報 /  臨時福祉給付金申請受付  ほか
８ 行政情報 /  国保短期人間ドック  ほか
12 行政情報 /  医学生奨学金・職員の募集  ほか
15 情報プラス・市長室からこんにちは
16 市職員の給与などの状況を公表します
18 功績／栄光をたたえます
22 子育て支援情報
24 生活支援情報
26 イベント・スポーツ・学園だより
28 図書館だより
30 私の健康

31 在宅医療・介護連携推進事業通信
成羽病院通信

32 市民のページ
34 まちの出来事／高梁知るぶぷれ

36 町家通りの雛まつり
ちょっとひとこと

広 報
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要
支
援
１・２
・
事
業
対
象
者
が
対
象
と
な
る

【 

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス 

】

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

相
談
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
必
要
な
人
は

引
き
続
き
従
来
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス 

■
総
合
事
業
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
に
よ
る
自
立
支

援
の
た
め
の
身
体
介
護
や
生
活
援
助

■
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
に
よ
る
日
常
生

活
お
よ
び
家
事
の
み
の
指
導
や
支
援

■
短
期
相
談
支
援
サ
ー
ビ
ス

保
健
・
医
療
の
専
門
職（
保
健
師
な
ど
）に

よ
り
短
期
間
で
行
わ
れ
る
訪
問
支
援

通
所
系
サ
ー
ビ
ス 

■
総
合
事
業
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
行
わ
れ
る
日
常

生
活
上
の
支
援
や
生
活
行
為
向
上
の
た
め

の
支
援

■
総
合
事
業
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
高
梁
地
域
の
み
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
介
護
予

防
・
自
立
支
援
の
た
め
の
日
常
生
活
動
作

訓
練
や
趣
味
活
動
な
ど

全
て
の
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

【 

介
護
予
防
活
動（
一
般
介
護
予
防
事
業
） 

】

　
心
身
の
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
や
役
割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
介
護
予
防
把
握
事
業

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
人
を
介
護
予
防

活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
事
業

■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

介
護
予
防
教
室
や
講
演
会
、
相
談
、
媒
体

を
通
し
て
の
普
及
啓
発

■
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

住
民
主
体
の
通
い
の
場
や
居
場
所
づ
く
り
、

元
気
な
か
ら
だ
つ
く
り
隊
の
養
成
、
介
護

予
防
手
帳
の
配
布
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど

■
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

・�

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
活
用
し
た
介
護
予
防

教
室
な
ど
で
の
技
術
的
支
援（
元
気
な
か

ら
だ
つ
く
り
隊
な
ど
）

・�

計
画
作
成
に
あ
た
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
へ
の
支
援

高梁市内の 65 歳以上の人

要介護認定（更新）申請 日常生活（生活機能）についての アンケートに回答　

要介護  １～５ 要支援  １・２ 非該当 生活機能の低下あり

生活機能の低下なし専門職による介護予防のための計画立案

介護サービス

介護予防サービス
ホームヘルプサービス・デイサービス以外
の従来要支援の人が受けていたサービス

介護予防・生活支援サービス
介護保険事業所で行われるホームヘ
ルプサービス・デイサービスなど

介護予防活動（一般介護予防事業）

・介護予防教室　・サロン
・ コミュニティカフェ  など

● サービス利用までの流れ

介護予防・日常生活支援総合事業

➢ 介護の必要性が高い人
➢ ヘルパー・デイサービス以外の
  サービスも希望する人

➢ ヘルパー・デイサービスのみ利用 
 を希望する人

※�

す
で
に
要
支
援
１・２
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
更
新
時
以

降
に
新
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

事
業
対
象
者
と
は
、
日
常
生
活（
生
活
機
能
）に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
生
活
機
能
の
低
下
あ
り
」
に
判
断
さ
れ

た
人
で
す
。



梁
市
の
人
口
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
20
年
後
に
は
約

２
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
測
さ
れ
、
県
下
で
も
高
い
減
少
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
立
地
適
正
化
計
画
は
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
中
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
快
適
で
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

■ 

立
地
適
正
化
計
画
制
度

　
人
口
の
急
激
な
減
少
と
少
子
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、
医
療
、
福
祉
、
商

業
施
設
や
住
宅
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
立

地
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
公
共
交
通
に

よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き
る
な
ど
、
高
齢
者

や
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
も
安
心
で
き

る
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
国
は
、
居
住
や
都
市
の
生
活
を

支
え
る
機
能
の
誘
導
と
公
共
交
通
と
の

連
携
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
立
地
適
正
化
計

画
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
都
市
計
画
区
域
を
対

象
と
し
て
、
生
活
に
必
要
な
施
設
を
集

約
す
る
「
ま
ち
な
か
便
利
エ
リ
ア
」
と

人
口
密
度
を
維
持
す
る
「
ま
ち
な
か
居

住
エ
リ
ア
」、
そ
し
て
ま
ち
な
か
便
利

エ
リ
ア
内
に
「
誘
導
施
設
」
を
定
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
～ 

高
梁
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定 

～ 

●まちなか便利エリア（都市機能誘導区域） 
　医療・福祉・商業などの都市施設を維持し、誘
導施設を確保すべき区域として設定するものです。

高

●まちなか居住エリア（居住誘導区域）
　人口減少下においても、医療・福祉・商業など
の日常生活サービス機能や公共交通が継続的に維
持できるよう、人口密度を
維持する区域です。 

●誘導施設 
　居住者などの福祉や利便
性の向上に必要な施設で
あって、都市機能の増進に
寄与するものです。

4H29 (2017) ３月



■ 

説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
計
画
（案）
に
つ
い
て
、
説
明
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
な

ご
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
：�

ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と

は
？

答
：�

ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
に
多
く
の
人
が
住
め
ば
、
今

あ
る
商
店
や
病
院
な
ど
の
維
持
に
も
つ
な
が
り
、
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。支
援
施
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、国

の
方
向
性
に
合
わ
せ
て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
：
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
は
ど
う
な
る
の
か
？

答
：�

ま
ち
な
か
へ
全
て
の
人
や
施
設
を
集
め
る
計
画
で
は

な
く
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
暮
ら
し
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
を
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
日
常
生
活

に
困
ら
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
：�

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
細
や
か
な
情
報
提
供
を
お

願
い
で
き
な
い
か
？

答
：�
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

な
方
法
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
・
説
明
し
て
い
き

ま
す
。

■説明会の開催結果
期　日 会　場 参加人数

１月 25日（水） 成羽地域局 12人
１月 27日（金） 高梁市役所 ��2 人
１月 31日（火） 落合研修会館 22人

計 36人

■パブリックコメントの実施結果
実施期間 １月 25日（水）～２月８日（水）
提出者数 �７人
提出件数 12 件

■ 

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
平
成
29
年
３
月
31
日
に
「
誘
導
施
設
」「
ま

ち
な
か
便
利
エ
リ
ア
」
を
設
定
し
、
本
計
画

の
暫
定
版
と
し
て
策
定
・
公
表
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
設
定
し
、
計
画
の
策
定
・
公

表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

３
月
31
日
か
ら
届
出
制
度
が
開
始

　
計
画
で
定
め
る
都
市
計
画
区
域
内
の
「
ま

ち
な
か
便
利
エ
リ
ア
外
」に
、誘
導
施
設
を
整

備
す
る
場
合
、
行
為
に
着
手
す
る
日
の
30
日

前
ま
で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
誘
導
施
設
】

・
認
定
こ
ど
も
園　
・
福
祉
施
設�

・
大
型
商
業
施
設　
・
観
光
交
流
施
設�

・
図
書
館　
　
　
　
・
博
物
館

※
詳
細
は
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

ま
ち
づ
く
り
課�

☎（
21
）０
２
３
８

備中高梁駅

5 H29 (2017) ３月



行政情報行政情報

住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
提
案
型

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　

市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
は
、

市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
活
動
団
体

や
地
域
団
体
が
自
主

的
・
主
体
的
に
企
画
実
施
す
る
公
共
の

利
益
に
つ
な
が
る
事
業
を
公
募
し
、
採

択
さ
れ
た
事
業
に
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

　
応
募
を
予
定
し
て
い
る
、
ま
た
は
興

味
が
あ
る
団
体
を
対
象
に
、
事
前
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

ま
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
…
３
月
28
日

（火）　
午
後
７
時
～

場
所
…
高
梁
市
役
所
４
階
会
議
室

問 

住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

　

 

☎（
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）０
２
５
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社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

見
学
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

高
梁
市
図
書
館
見
学
会

行き 帰り
３月 27日（月）　宇治・高倉・川面方面

宇治 地域市民センター 10：20 発 高梁市図書館 14：00 発
高倉 地域市民センター 10：25 発 川面 地域市民センター 14：20 着
川面 地域市民センター 10：40 発 高倉 地域市民センター 14：35 着

高梁市図書館 11：00 着 宇治 地域市民センター 14：40 着

３月 28日（火）　松原・落合・玉川方面
松原 地域市民センター 10：20 発 高梁市図書館 14：00 発
落合 地域市民センター 10：25 発 玉川 地域市民センター 14：15 着
玉川 地域市民センター 10：45 発 落合 地域市民センター 14：35 着

高梁市図書館 11：00 着 松原 地域市民センター 14：40 着

３月 29日（水）　備中・川上・成羽方面
備中地域局 10：05 発 高梁市図書館 14：00 発
川上地域局 10：30 発 成羽 総合福祉センター 14：20 着

成羽 総合福祉センター 10：40 発 川上地域局 14：30 着
高梁市図書館 11：00 着 備中地域局 14：55 着

３月 30日（木）　中井・有漢・巨瀬・津川方面
中井 地域市民センター ９：55 発 高梁市図書館 14：00 発

有漢地域局 10：20 発 津川 地域市民センター 14：15 着
巨瀬 地域市民センター 10：30 発 巨瀬 地域市民センター 14：30 着
津川 地域市民センター 10：45 発 有漢地域局 14：40 着

高梁市図書館 11：00 着 中井 地域市民センター 15：05 着

５
月
１
日
～
８
月
１
日

臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
受
付

臨
時
給
付
金
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の

申
請
受
付
を
５
月
１
日

（月）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
申
請
書
を
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
人
へ
送
付（
４
月
末
）し
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
…
平
成

28
年
１
月
１
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
28
年

度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

（
課
税
者
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

支
給
額
…
１
万
５
０
０
０
円

申
請
期
間
…
５
月
１
日

（月）
～
８
月
１
日

（火）※
郵
送
の
場
合
は
８
月
１
日
消
印
有
効

問 

臨
時
給
付
金
対
策
室（
福
祉
課
内
）

☎（
21
）０
２
６
６

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
：
厚
生
労

働
省
・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

HP http://w
w

w
.2kyufu.jp/

　
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
梁
市
図
書
館
を
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
３
月
27
日

（月）
～
30
日

（木）
に
見
学
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
見
学
会
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
乗
車
す
る
各

地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
に
申
し
込

み（
先
着
15
人
・
３
月
23
日

（木）
締
め
切
り
）を
お
願
い

し
ま
す
。 

問 

社
会
教
育
課 

☎（
21
）１
５
１
４
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問 

健
康
づ
く
り
課 

☎（
21
）０
２
２
８

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す

　
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
も
自
殺
率

の
高
い
国
で
、
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
社

会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
、
う
つ
病
な

ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
、
自

殺
を
防
ぐ
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

周
り
の
人
の
よ
う
す
が
「
い
つ
も
と
違

う
」
と
気
づ
い
た
ら

　
「
ど
う
し
た
の
？
」「
眠
れ
て
る
？
」

と
声
を
か
け
、
そ
の
人
の
話
を
聞
い
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
誰
か
と
話
す
と

安
心
す
る
」、
あ
な
た
の
声
で
救
わ
れ

る
人
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
、
あ

な
た
自
身
が
悩
ん
で
い
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談
を
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
通
話
無
料
）

☎
０
１
２
０
‐
２つ

７な

９ぐ

‐
３さ

３さ

８え
る

岡
山
い
の
ち
の
電
話（
24
時
間
受
付
）

☎
０
８
６（
２
４
５
）４
３
４
３

健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「こころの体温計」でメンタルチェック！
まずは「本人モード」であなた自身を。次に「家族モード」であ
なたの大切な人を。子育て中のママは「赤ちゃんママモード」で。

パソコンからは

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
は

検 索

高梁市　こころの体温計

火
の
用
心 

森
か
ら
聞
こ
え
る 

あ
り
が
と
う

山
火
事
予
防
運
動
月
間

警
防
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強

く
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状

態
が
続
き
ま
す
。
市
内
で
過
去
10
年
間

に
発
生
し
た
林
野
火
災
の
う
ち
約
６
割

が
３
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
を
起
こ

さ
な
い
た
め
次

の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

▽ 

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消

火
す
る
。

▽ 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い
。

▽ 

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
。

問 

警
防
課 

☎（
21
）０
１
２
４

©岡山県「ももっち・うらっち」

４
月
６
日

（木）
～
15
日

（土）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
「
交
通
ル
ー
ル 

守
る
あ
な
た
に 

あ

り
が
と
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
人

が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
安
全
な
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

最
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　

～
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ
さ
な
い
～

重
点
目
標

▽
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止

▽
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

▽
横
断
歩
行
者
の
保
護

問 

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
市
民
課

内
） 

☎（
21
）０
２
５
４

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に

国
保
短
期
人
間
ド
ッ
ク

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象

に
、
平
成
29
年
度
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
…
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
上
で
、
受

診
日
に
74
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

②
申
込
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
税

に
係
る
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

③
平
成
29
年
度
中
に
市
が
行
う
健
康
診

査
、
特
定
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診

の
い
ず
れ
も
受
診
し
な
い
人

申
込
期
間
…
４
月
10
日

（月）
～
５
月
９
日

（火）　
※
予
算
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先
…
医
療
連
携
課
、
各
地
域
局
、

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
４
月
７

日
（金）
か
ら
）

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ

タ
は
不
可
）、
保
険
証
、
個
人
番
号（
通

知
）カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※
市
へ
の
人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
が
完

了
し
た
ら
、
必
ず
医
療
機
関
へ
仮
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
…
６
月
１
日

（木）
～
平
成
30
年

２
月
28
日

（水）

医
療
機
関
…
高
梁
中
央
病
院
、
大
杉
病

院
、
成
羽
病
院
、
ま
つ
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

個
人
負
担
金

▽
一
般
検
診
…
１
万
円

そ
の
他

▽
申
込
書
を
審
査
し
、
受
診
を
決
定
し

た
人
に
、
後
日
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

▽
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
デ
ー
タ
は
、
健

康
指
導
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
高
梁

市
国
民
健
康
保
険
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

▽
健
康
づ
く
り
課
か
ら
交
付
さ
れ
る
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
査
の
無
料
券
が
使
用
で
き
ま
す
。

▽
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査（
ピ
ロ
リ
菌
検
査
）を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
短
期
人
間

ド
ッ
ク
受
診
時
に
直
接
医
療
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問 

医
療
連
携
課 

☎（
21
）０
２
５
８

医
療
連
携
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。「
も
し
か
し
て
？
」と
思
っ

た
ら
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
人
な
ど
の
自
宅
に
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
訪
問
し
、

自
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
電
話 

☎（
21
）０
３
０
０

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
る
専
門
医
や

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士

な
ど
で
構
成
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
介
護
保
険
課
内
）に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

支
援
チ
ー
ム
の
役
割

・
本
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
の
確
認
と

助
言

・
医
療
機
関
の
受
診
に
向
け
て
の
支
援

・
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
支
援

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
保

険
課
内
） 

☎（
21
）０
３
０
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽追加検査（希望者のみ）

検査項目 金額 受診可能
医療機関

子宮がん
検診 1,000 円

高梁中央病院
大杉病院
成羽病院

乳がん検診 2,300 円 高梁中央病院
成羽病院

前立腺がん
検診 800 円

高梁中央病院
大杉病院
成羽病院
まつうらクリ
ニック

骨密度検査 1,000 円
高梁中央病院
大杉病院
成羽病院

脳ドック 
（先着のべ 20 人）

10,000 円 高梁中央病院
6,000 円 成羽病院

8H29 (2017) ３月
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スクール名 ニューピオーネ
スクール トマトスクール ピーチスクール

講習場所 川上町領家地内

研修期間 5月上旬～
平成 30年 2月上旬 ４月下旬～９月下旬 5月中旬～

平成 30年 2月中旬
回 数 全 10回程度 全６回程度 全７回程度

研修概要 各回半日程度の実習と講習

講習内容 枝管理、房づくり、収
穫、土づくり、剪定など

定植、葉かき、誘引、
収穫、土づくりなど

枝管理、摘果、袋か
け、収穫、剪定など

定 員 30人 15人 10人

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、
ト
マ
ト
、
桃

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

　
地
域
の
奨
励
品
目
の
生
産
振
興
と
定

住
促
進
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ピ
オ
ー
ネ
、
ト
マ
ト
、
桃
の
栽
培
技
術

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
定
年
後
は
本
格
的
に
農
業
を
や
り

た
い
」「
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
技

術
を
身
に
付
け
た
い
」「
農
家
の
手
伝
い

が
し
た
い
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
栽
培
を

始
め
た
い
人
、
農
業
を
始
め
て
間
も
な

い
人
を
対
象
に
し
た
、
実
際
の
ほ
場
で

作
物
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
た
栽
培
管

理
方
法
、
収
穫
、
出
荷
な
ど
の
基
礎
技

術
が
習
得
で
き
る
講
習
会
で
す
。

対
象
…
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で

就
農
希
望
の
人
で

①
販
売
を
目
的
と
し
て
意
欲
を
持
っ
て

農
業
経
営
に
取
り
組
む
人
で
、
㋐
か
㋑

に
当
て
は
ま
る
人

㋐
新
た
に
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、
ト
マ

ト
、
桃
の
栽
培
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

㋑
ト
マ
ト
栽
培
は
３
年
目
、
ニ
ュ
ー
ピ

オ
ー
ネ
と
桃
は
５
年
目
ま
で
の
人

②
市
内
農
家
へ
の
作
業
支
援
を
希
望
し

て
い
て
基
礎
技
術
を
習
得
し
た
い
人

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
、
開
催
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
…
４
月
３
日

（月）
～
14
日

（金）

受
講
料
…
無
料

問 

（
申
し
込
み
） 農
林
課 

☎（
21
）０
２
２
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
・
家
屋
価
額
等
の
縦じ

ゅ
う
ら
ん覧

　

平
成
29
年
度
の
固

定
資
産
税
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
土
地
・

家
屋
価
額
な
ど
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
、

行
い
ま
す
。

期
間
…
４
月
３
日

（月）
～
５
月
１
日

（月）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所
…
税
務
課
、
各
地
域
局

縦
覧
で
き
る
人
…
固
定
資
産
税（
土
地

ま
た
は
家
屋
）の
納
税
者
と
そ
の
同
居

の
親
族
、
納
税
管
理
人
な
ど

必
要
な
も
の
…
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
、
縦
覧
者
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
も
の

※
平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
算
定
の

基
礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
価
額
な
ど

は
４
月
中
旬
に
送
付
す
る
納
税
通
知
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

☎（
21
）０
２
１
６

産
業
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
社
会
人
の
集
い

新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会

　

４
月
か
ら
市
内
企
業（
自
営
業
を
含

む
）や
官
公
庁
な
ど
に
勤
め
る
新
規
学

卒
者
を
対
象
に
「
新
規
学
卒
就
職
者
激

励
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
該
当
者
が
い
る
事
業
者
は
産
業
観
光

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
…
４
月
24
日

（月）　
午
後
１
時
20
分

～
午
後
３
時
30
分

場
所
…
高
梁
総
合
文
化
会
館　

レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

記
念
講
演
…
河か
わ
か
み上

美み

か夏
さ
ん（m

え
む
ず
ぷ
ら
す

'plus+
 

お
も
て
な
し
・
組
織
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）

問 

産
業
観
光
課 

☎（
21
）０
２
２
９
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
、
選
挙
お
よ
び
選
任
に
よ
る
方
法
か

ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命

す
る
方
法
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
向
け
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
農
業
委
員

の
任
期
が
７
月
19
日

ま
で
と
な
る
こ
と
か

ら
、
次
の
任
期
の
農

業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
…
農
業
委
員
19
人
／
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
７
人

任
期
…
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
平
成

32
年
７
月
19
日
ま
で（
３
年
間
）

身
分
…
非
常
勤
特
別
職
職
員

募
集
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

報
酬

農
業
委
員
：
月
額
３
万
５
０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
：
月
額

３
万
３
０
０
０
円

主
な
業
務

▽
農
業
委
員

①
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
係
る
許

可
な
ど
の
審
査
の
た
め
の
会
議
出
席

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
拡
大
、
集
団
化
、

農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
活
動

③
農
業
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
農
業
者

に
向
け
て
の
助
言
、
情
報
提
供
な
ど

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

①
農
業
委
員
と
連
携
し
て
担
当
区
域
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
拡

大
、
集
団
化
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大

に
関
す
る
活
動

②
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
な
ど

応
募
方
法

　
推
薦
ま
た
は
自
薦
に
よ
り
ま
す
。
推

薦
・
応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
農
業
委
員
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
両
方
に
推
薦
・
応
募
は
可
能
で

す
が
、
両
方
を
兼
務
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
４
月
５
日
（水）
か
ら
５
月
２
日
（火）
ま
で

の
28
日
間

※
持
参
の
場
合
は
、
市
役
所
開
庁
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
、
５
月
２
日
（火）
の
消
印
ま
で
有
効

で
す
。

応
募
用
紙

　
農
業
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
各
地
域

局
に
備
え
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
の
資
格
要
件

①
高
梁
市
の
職
員
で
な
い
人

②�

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権

を
得
て
い
な
い
人
に
該
当
し
な
い
人

③�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
人
に
該
当
し
な
い
人

選
考
基
準

①
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
人　

②
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す

る
事
項
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所

掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

③
農
業
委
員
の
場
合
は
、
次
の
農
業
委

員
構
成
上
の
条
件
も
考
慮
す
る

農
業
委
員
構
成
上
の
条
件

①
認
定
農
業
者
が
過
半
数

②
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項

に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
人
を
含

む③
各
委
員
の
年
齢
、
性
別
な
ど
に
著
し

い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

問�

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
21
）０
２
２
６
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学
生
生
活
を
支
援
し
ま
す

高
梁
市
奨
学
生
募
集

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
将
来
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
学
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
…
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

本
市
に
本
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

奨
学
金
申
請
時
、
市
内
に
引
き
続
き

５
年
以
上
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

ま
た
は
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
学
生

②�

品
行
方
正
に
し
て
、
学
業
成
績
優
秀

な
人

③�

身
体
、
精
神
と
も
に
健
全
で
、
成
業

の
見
込
み
の
あ
る
人

受
付
期
間
…
４
月
３
日
（月）
～
28
日
（金）

応
募
方
法
…
奨
学
金
借
入
申
請
書
に

「
出
身
学
校
長（
新
１
年
生
）、
ま
た
は

在
学
校
長（
そ
の
他
の
学
生
）の
推
薦

書
」「
入
学
許
可
証
の
写
し
、
ま
た
は
在

学
証
明
書
」「
家
族
全
員
の
前
年
中
の
所

得
証
明
書
、
確
定
申
告
を
し
た
人
は
確

定
申
告
書
の
写
し
」
を
添
え
て
、
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額
…（
月
額
／
無
利
子
）

高
等
学
校
生
１
万
８
０
０
０
円

大
学
等
学
生
４
万
４
０
０
０
円

貸
付
の
決
定
…
５
月
下
旬
に
審
査
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

貸
付
期
間
…
貸
付
決
定
年
度
の
４
月
か

ら
当
該
学
校
卒
業
の
月
ま
で

募
集
定
員
…
高
等
学
校
生
徒
３
人
以

内
、
大
学
等
学
生
５
人
以
内

奨
学
金
の
返
還
…
卒
業
後
、
満
１
年
を

経
過
し
た
翌
月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た

月
数
の
３
倍
に
あ
た
る
期
間
中
に
返
還

す
る
こ
と

※
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育
課
、
各

地
域
局
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

奨
学
金
返
還
免
除
制
度

　
市
内
居
住
要
件
を
満
た
し
た
人

を
対
象
に
し
た
、
奨
学
金
の
返
還

を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

申
請
資
格

　

高
梁
市
奨
学
金
を
返
還
中
で
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

市
内
に
居
住（
実
際
に
生
活
）し

て
い
る
人

②�

奨
学
金
返
還
の
滞
納
が
な
く
、

市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

免
除
額

　
奨
学
金
の
貸
付
額
を
12
で
除
し

た
金
額
を
上
限
と
し
、
毎
年
決
定

し
ま
す

免
除
期
間

平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月

※�

免
除
期
間
は
１
年
間
の
た
め
、

毎
年
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※�
申
請
書
な
ど
は
、
奨
学
金
返
還

者
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

松
山
踊
り

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
２
月
に
開
催
し
た
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、「
松
山
踊
り
」
を
市

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。

　
松
山
踊
り
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代

(

１
６
４
８
年)

か

ら
は
じ
ま
り
、
町
人

の
間
で
踊
ら
れ
た

「
地
踊
り
」、
武
士
の

間
で
踊
ら
れ
た
「
仕
組
踊
り
」、
高
梁

周
辺
で
踊
ら
れ
て
い
た「
ヤ
ト
サ
」の
、

３
つ
の
由
来
を
異
に
す
る
踊
り
が
、
現

在
も
「
松
山
踊
り
」
と
し
て
城
下
町
で

踊
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
定
に
よ
っ
て
、
今
後
「
松

山
踊
り
」
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
と

と
も
に
、「
松
山
踊
り
」
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問�

社
会
教
育
課�

☎（
21
）１
５
１
６

問�

学
校
教
育
課�
☎（
21
）１
５
０
０
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貸付対象者

①医師として市立病院などに従事する意志を持っている医学生
②医師として就業先を制限する他の奨学金の貸与や給付を受
けていない医学生 (ただし市内医療機関に限定するものは除
きます )

受付期間

４月３日（月）から４月 28 日（金）までの午前８時 30 分から午
後５時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）に、医療連携課まで
申請書を提出してください。郵送の場合は、４月 28日（金）の
消印まで有効です。ただし、定員に達しない場合は、12 月
20日（水）まで随時受け付けます。

貸付金額 月額 20万円以内　（無利子で、年４回に分割して貸付）

貸付の決定 審査の上、決定

貸付期間 大学所定の修業期間（大学在学中の６年間を限度）

返還 臨床研修などを修了後、または大学を退学などした場合には、
10年以内に返還しなければなりません。

猶予
大学を卒業後、臨床研修・専門研修を受講している場合や、
市立病院などで医師として業務に従事している場合などは、
返還が猶予されます。

免除 市立病院などに医師として一定期間従事した場合は、申請に
より奨学金の一部、または全部が免除されます。

応募方法 奨学金貸付申請書に推薦調書、在学証明書、学業成績表、応
募理由書などを添えて、医療連携課に提出してください。

医
師
を
目
指
す
学
生
を
応
援
し
ま
す

医
学
生
奨
学
金

医
療
連
携
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
の

市
立
病
院
、
ま
た
は
医
療
機
関
に
医
師
と
し
て
就
職
し

よ
う
と
す
る
学
生
に
対
し
、
奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
市
内
で
一
定
期
間
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
奨
学
金
の
一
部
、
ま
た

は
全
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問 

医
療
連
携
課 

☎（
21
）０
２
５
８

募集職種 受験資格 採用予定
人員 試験日・試験会場

土木技術職

昭和56年４月２日以降に生まれた人で、
学校教育法に基づく４年制大学、短期大
学、高等専門学校、専修学校、高等学校
の土木専門課程を卒業した人、または平
成 29 年３月 31 日までに卒業見込みの
人

２人
程度

試験日…４月 16日（日）
試験会場…高梁市役所

建築技術職

昭和56年４月２日以降に生まれた人で、
学校教育法に基づく４年制大学、短期大
学、高等専門学校、専修学校（修学年限
２年以上の専門課程に限る。）の建築専門
課程を卒業した人、または平成 29年３
月 31日までに卒業見込みの人

１人
程度

６
月
１
日
採
用
予
定

職
員
の
募
集

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

受
付
期
間

４
月
５
日

（水）
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
閉
庁
日
は
除

く
）

受
付
場
所

総
務
課
職
員
係（
〶
７
１
６
‐

８
５
０
１　
高
梁
市
役
所
３
階
）

申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
総
務
課
へ
提
出
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
場
所

総
務
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

４
月
３
日

（月）
の
消
印
ま
で
有
効

問 

総
務
課 
☎（
21
）０
２
０
５

12H29 (2017) ３月
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こ
ど
も
未
来
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21

　
わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実
行

委
員
会
は
、
６
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
「
わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

21
」（
栄
町
商
店
街
）の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

参
加
資
格

は
、
子
ど
も
の

た
め
の
団
体
、

子
育
て
と
子
ど

も
の
健
全
育
成

を
応
援
し
て
い

る
、
市
内
で
活

動
す
る
団
体
で

す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
団
体
は
、
４
月
３

日
（月）
ま
で
に
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
平
成
28
年
度
に
参
加
し
て
い
る
団
体

は
、
参
加
の
連
絡
は
不
要
で
す
。

問 

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実

行
委
員
会
事
務
局（
こ
ど
も
未
来
課

内
） 

☎（
21
）０
２
８
８

意
見
交
換
を
行
い
ま
す

第
８
回
議
会
報
告
会

議
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
高
梁
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

議
会
報
告
会

は
、
議
員
が
班

に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域

に
出
向
き
、
議

会
で
話
し
合
わ

れ
た
こ
と
の
説

明
や
重
要
な
政

策
な
ど
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
聞
く
懇
談
会
で
す
。

　
今
回
は
３
月
定
例
会
の
審
議
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
の
報
告
、「
町
内
会
支

援
制
度
／
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
高
梁
市
の
課
題
や
将
来
の
姿
に
つ
い

て
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

開催日 会　　場 開始時間

４月 18日（火）
高梁市図書館 午後６時30分
有漢農業構造改善センター

午後７時

４月 20日（木）
高倉地域市民センター
成美コミュニティセンター

４月 24日（月）
宇治総合会館
領家コミュニティハウス

４月 27日（木）
原田コミュニティハウス
コミュニティハウス布賀はくうん荘

問 

議
会
事
務
局 

☎（
21
）０
２
７
７

社
会
全
体
で
子
育
て
支
援

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
募
集

　
市
は
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
家
族
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
外
出
中
に
お
む
つ
替
え
や

授
乳
が
で
き
る
場
所「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

へ
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
施
設
か
ら
の
登

録
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

登
録
条
件
…
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た

す
施
設

①
市
内
の
施
設
で
、
開
館
時
間
内
に
不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
で
き
る
こ
と

②
仕
切
り
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
お
む
つ

替
え
や
授
乳
が
安
心
し
て
行
え
る
こ
と

手
続
き
…
登
録
申
請
書
を
こ
ど
も
未
来

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問 

こ
ど
も
未
来
課 

☎（
21
）０
２
８
８
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毎
年
１
回
の
接
種
が
義
務

狂
犬
病
予
防
注
射

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
に
は
、
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
市
内
各
所
で
行

い
ま
す
。
会
場
や
日
程
は
町
内
回
覧

（
登
録
し
て
い
る
人
に
は
は
が
き
）で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
外
の
動
物
病
院
な
ど
で
注

射
を
受
け
た
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
発

行
さ
れ
た
注
射
済
証
明
書
を
持
っ
て
、

市
役
所
で
手
続
き
を
行
い「
注
射
済
票
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
が
飼
い
主
の

法
的
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　
犬
や
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦

情
や
相
談
が
市
へ
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
て
の
人
が
動
物
好
き
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
飼
育
マ
ナ
ー

を
守
り
、
人
と
動
物
が
住
み
や
す
い
社

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
餌
付
け
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
責
任
を
持
っ
て
自
分

の
飼
い
猫
と
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
飼

う
覚
悟
が
な
い
無
責
任
な
餌
付
け
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

▽
交
通
事
故
や
感
染
症
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
猫
は
室
内
で

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

▽
飼
い
猫
に
は
首
輪
や
迷
子
札
を
付

け
、
迷
子
や
け
が
を
し
て
保
護
さ
れ
た

と
き
、
飼
い
主
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
装
着
し

な
い
散
歩
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
人
に
か
み
つ
い
た
り
す
る
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き

は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

▽
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
、
責
任
を

持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
猫
の
ふ

ん
尿
に
つ
い
て
も
自
宅
で
排
泄
す
る
習

慣
を
つ
け
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
や
猫
を
飼
う
と
き
は
終
生
飼
育
す

る
と
い
う
責
任
を
持
ち
、
繁
殖
を
望
ま

な
い
の
で
あ
れ
ば
避
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

注射済票

予
防
注
射
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
29
年
度
よ
り
、
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

２
５
０
０
円

（
平
成
28
年
度
…
２
２
５
０
円
）

　
ま
た
、
市
内
各
所
で
実
施
す
る
狂
犬

病
予
防
注
射
の
際
に
は
、
左
記
の
料
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
済
み
の
場
合

注 

射 

料 

金
…
２
５
０
０
円

済
票
交
付
手
数
料
… 

５
５
０
円

計
３
０
５
０
円

未
登
録
の
場
合

登
録
手
数
料
… 

３
０
０
０
円

注 

射 

料 

金
…
２
５
０
０
円

済
票
交
付
手
数
料
… 

５
５
０
円

計
６
０
５
０
円

問 

環
境
課 

☎（
21
）０
１
５
９
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市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
の
生

ま
れ
で
次
に
該
当
す
る
人

㋐
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

㋑
人
事
院
が
㋐
に
該
当
す
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
内
容
…
大
学
卒
業
程
度

申
込
方
法
・
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み（
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

▽
受
付
期
間
…
３
月
31
日

（金）
～
４

月
12
日

（水）（
12
日
中
に
受
信
完
了

し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
）

②
受
験
申
込
書
の
郵
送
、
ま
た
は

持
参（
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す

る
国
税
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
） 税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て

国
税
専
門
官
募
集

▽
受
付
期
間
…
３
月
31
日

（金）
～
４

月
３
日

（月）（
３
日
の
消
印
ま
で
有

効
）

第
１
次
試
験

日
時
…
６
月
11
日

（日）

会
場
…
岡
山
市
ほ
か

内
容
…
基
礎
能
力
試
験（
多
肢
選

択
式
）・
専
門
試
験（
多
肢
選
択

式
・
記
述
式
）

合
格
者
発
表
日
…
７
月
４
日

（火）

第
２
次
試
験

日
時
…
７
月
12
日

（水）
～
７
月
19
日

（水）
の
う
ち
指
定
す
る
日
時

会
場
…
中
国
地
方
で
は
広
島
市

内
容
…
人
物
試
験
、
身
体
検
査

合
格
者
発
表
日
…
８
月
23
日

（水）

問 

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係 

☎
０
８
２（
２
２
１
）

９
２
１
１
／
高
梁
税
務
署 
☎

（
22
）２
５
４
６

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

w
w

w
.nta.go.jp

中
小
企
業
の
経
営
安
定
へ

資
金
利
子
補
給
制
度

　
市
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
安

定
を
図
る
た
め
、
制
度
融
資
に
対

す
る
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象

①
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
貸

付
決
定
さ
れ
た
、
高
梁
市
中
小
企

業
振
興
資
金
保
証
融
資
制
度
に
よ

る
運
転
資
金
に
対
す
る
融
資

②
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額

が
３
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人

で
、
従
業
員
数
が
２
０
０
人（
商

業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）

以
下
の
法
人
お
よ
び
個
人
で
あ
る

こ
と

内
容

①
利
子
補
給
期
間
は
最
初
の
利
子

支
払
月
か
ら
24
カ
月
以
内

②
利
子
補
給
額
は
平
成
28
年
度
内

に
支
払
わ
れ
た
利
子
の
２
分
の
１

以
内

※
申
請
は
３
月
末
ま
で
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問 

産
業
観
光
課 

☎（
21
）

０
２
２
９

●
高
梁
市
図
書
館
が
開
館
し
て
１
カ

月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
来
館
い
た
だ
い
て
お
り
、
う
れ
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
来
館
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、「
満
足
」
と
答
え
た
方

が
約
９
割
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
一
層
の
蔵
書
充

実
と
移
動
図
書
館
車
に
よ
る
各
地
域

で
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
利
用
環
境

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
市
は
、
関
係
機
関
と
協
同
し

て
、
市
街
地
で
の
付
加
価
値
を
高
め

て
い
く
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、
よ

り
良
い
居
住
空
間
の
創
出
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

●
介
護
保
険
の
総
合
事
業
と
市
の
単

独
施
策
と
し
て
、
町
内
会
な
ど
の
支

援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域

の
自
助
・
互
助
の
力
を
結
集
し
て
、

地
域
活
動
や
暮
ら
し
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ
、
町

内
活
動
自
体
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

地
域
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
が
今
後
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
け
ば
い
い
か
、
市
と

関
係
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る

機
会
を
作
っ
て
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
構
築
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
一
緒
に
な
っ
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
第
１
歩
だ
と
考
え
ま

す
。

●
先
日
、
久
し
ぶ
り
の
オ
フ
を
い
た

だ
き
、
鉄
分
補
給
を
し
て
き
ま
し

た
。
京
都
鉄
道
博
物
館
に
行
っ
て
、

新
し
く
な
っ
た
展
示
な
ど
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。
大
勢
の
子
ど
も
連
れ

の
家
族
が
来
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

が
目
を
輝
か
せ
て
い
た
の
は
、
電
車

の
運
転
台
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
大
ジ

オ
ラ
マ
模
型
で
し
た
。
大
人
の
私

も
、
体
験
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
う
も
い
か
ず
、
ほ
と
り
か

ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
梅

小
路
機
関
区
の
扇
形
車
庫
に
は
、
往

年
の
ス
タ
ー
た
ち
が
ず
ら
り
勢
揃
い

し
て
お
り
、
山
口
線
を
走
っ
て
い
る

Ｃ
57-

１
号
機
は
試
験
運
転
で
何
回

も
往
復
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
の
汽
笛
と
石
炭
を
燃
や

す
臭
い
。
い
い
で
す
ね
え
。
Ｄ
51-

２
０
０
号
機
が
本
線
走
行
に
備
え
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と

か
伯
備
線
を
走
っ
て
く
れ
な
い
も
の

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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(3) 退職手当（27年度普通会計）
区 分 支 給 割 合　（月分）

自 己 都 合 早 期・ 定 年
勤 続 20 年 20.4450 25.55625
勤 続 25 年 29.1450 34.5825
勤 続 35 年 41.3250 49.59
最 高 限 度 額 49.59 49.59
１人当たり平均支給額 6,403 千円 17,892 千円

（注）支給割合は、岡山県市町村総合事務組合の規定による。
市長・副市長・教育長は除く

(4) 特殊勤務手当（27年度）
区 分 全 　 職 　 種
職員全体に占める手当支給職員の割合 33.2％
支給対象職員1人当たり平均支給年額 246,755 円
手 当 の 種 類（手 当 数） 14

代表的な手当の名称等 救急業務、清掃作業、社会
福祉事務、夜間看護業務

(5) その他
扶養
手当

配偶者、子どもなどの区分により扶養親族1人につき
月額 6,500 円～ 13,000 円

住居
手当

借家などに限り
月額最高 27,000 円

通勤
手当

〈交通機関利用職員〉
６カ月定期相当額（支給限度額1月40,000円×６カ月）
〈交通用具使用職員〉
通勤距離を基礎に積算した額（支給限度額1月30,000円）

8. 特別職の報酬等の状況（28 年度）
区 分 給料・報酬月額 期末・勤勉手当　（月分）

6月期 12月期 計

市 長

～H28.10.23
664,000 円

（830,000円を20％減額）
1.85 2.00 3.85H28.10.23 ～

830,000 円
副市長 603,000 円

（670,000円を10％減額中）

教育長

～H28.11.15
558,000 円

（600,000 円を 7％減額） 2.025 2.275 4.30
H28.11.16 ～
600,000 円

区　分 給料・報酬月額 期 末 手 当　（月分）
6月期 12月期 計

議　長

～H28.10.23
404,000 円

（425,000 円を５％減額）

1.60 1.70 3.30

H28.10.24 ～
425,000 円

副議長

～H28.10.23
339,000 円

（357,000 円を５％減額）
H28.10.24 ～
357,000 円

議　員

～H28.10.23
325,000 円

（342,000 円を５％減額）
H28.10.24 ～
342,000 円

３. 勤務時間その他の勤務条件の状況 

1. 職員の勤務時間（標準的なもの：月～金曜日）
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分
休 憩 時 間 正午～午後 1時
1週間当たりの勤務時間 38時間 45分

2. 年次有給休暇の平均取得状況（28 年）
平 均 取 得 日 数 7.8 日
取　 得　 率 21.0％

（注）取得率は、取得日数÷付与日数により算出

3.育児休業の取得状況（27年度）　　　　　　（単位：人）

区 分 育児休業取得者
（うち前年度からの取得者）

男 性 職 員 0（0）
女 性 職 員 19（12）

計 19（12）

４. 職員の分限および懲戒の状況 

1.分限処分の状況（27年度）　　　　　　　　（単位：人）

区 分 降任 休職 免職 計
勤務実績が良くない場合 ― ― ― ―
心身の故障の場合 ― 5 ― 5
職に必要な適格性を欠く場合 ― ― ― ―
刑事事件に関し起訴された場合 ― ― ― ―

計 ― 5 ― 5

2. 懲戒処分の状況（27 年度）　　　　　　　　（単位：人）

区 分 戒告 減給 停職 免職 計
被処分者数 3 6 1 ― 10

状況を公表します

５. 早期退職募集制度に係る認定 
1. 平成 28 年度早期退職募集制度における
　 認定を受けた応募者数　　　　　　　　　（単位：人）

応 募 者 数 11

2. 募集期間
平成 28年 6月 6日から 7月 15日

3. 応募対象職員
勤続 11年以上で、かつ 45歳以上の職員

4. 退職日
平成 29年 3月 31日

※高梁市職員の定年前に退職する意思を有する職員の
募集等に関する規則及び平成 28年度早期退職に係
る募集実施要項により職員に周知・募集を実施
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1. 職員採用の状況（H27.4.2 ～ H28.4.1）� 　（単位：人）
区 　 　 分 採 用 退 職 計
一般行政職（保育士含む） 21 19 2
技 能 労 務 職 0 1 △ 1
教 育 職 5 5 0
消 防 職 0 1 △ 1
医 療 職 13 4 9
企 業 職 4 4 0

計 43 34 9
（注）採用には、平成 28年 4月 1日採用を含む

高梁地域事務組合、岡山県教育委員会との異動に伴うものも含む

2. 職員数の推移　　　　� ����（単位：人）
年　度21年度22年度23年度24年度25年度26年度27年度28年度
職員数 697 678 671 659 647 641 635 644
対前年△ 27△ 19 △ 7 △ 12△ 12 △ 6 △ 6 9
（注）地方公共団体定員管理調査より

3. 部門別職員数の状況　� 　　���（単位：人）

部 門 職 員 数 対前年度
増減数

28 年 度 の
主な増減理由27年度 28年度

一
般
行
政

議 会 5 5 0
総 務 102 103 1 体制強化
税 務 17 18 1 体制強化
農 水 34 36 2 体制強化
商 工 9 10 1 体制強化
土 木 36 34 △ 2 事務の統廃合
民 生 87 81 △ 6 退職者の不補充
衛 生 31 31 0
小計（Ａ） 321 318 △ 3

特
別
行
政

教 育 90 93 3 欠員補充
消 防 67 66 △ 1 退職者の不補充
小計（Ｂ） 157 159 2

普通会計（Ａ）＋（Ｂ） 478 477 △ 1
公
営
企
業
等
会
計

病 院 85 94 9 体制強化
水 道 10 10 0
下水道 6 6 0
その他 56 57 1 体制強化
小計（Ｃ） 157 167 10

合計（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ） 635 644 9
（注）�職員数は一般職に属する職員の数（教育長含む）で、地方公

務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含む
※高梁地域事務組合派遣職員のうち、事務局職員は除く
※再任用職員、非常勤嘱託職員、臨時職員は除く

4. 一般行政職の標準職務別職員数の状況（H28.4.1）
区�分 主事

級
主任
級

係長
級

課長
補佐級

課長
級

次長
級

部長
級 計

職員数
（人） 76 30 94 52 40 5 8 305
構成比
（％） 24.9 9.8 30.8 17.1 13.1 1.7 2.6 100.0
（注）区分の欄は、代表的な標準職務名

１. 職員の任免および職員数に関する状況 ２. 職員の給与の状況 
1. 人件費の状況（27年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（H28.3.31） 32,054 人
歳 出 額����������（Ａ） 25,396,746千円
実 質 収 支 584,338千円
人 件 費����������（Ｂ） 4,081,851千円
人 件 費 率���（Ｂ）／（Ａ） 16.1％
（注）人件費は、市長・議長などの給与・報酬を含む

2. 職員給与費の状況（28年度普通会計当初予算）
職 員 数　（Ａ） 488人

給
与
費

給 料 1,819,702千円
職 員 手 当 307,391千円
期 末・ 勤 勉 手 当 671,914千円

計 （Ｂ） 2,799,007千円
1人当たりの給与費（Ｂ）／（Ａ） 5,736千円

（注）��職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理
職手当などの諸手当

3.職員の平均給料月額および平均年齢の状況（28年度給与実態調査）
区 分 平均給料月額 平 均 年 齢
一 般 行 政 職 323,200円� 43.3 歳

4. 職員の初任給の状況
区 分 決定初任給 採用2年経過月給料額
一 般
行政職

大学卒 182,200 円 194,100 円
高校卒 146,100 円 154,500 円

5.職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（28年度給与実態調査）
区 分 経験年数（年以上～年未満）

7～ 10年 15～ 20年 25～ 30年
一 般
行政職

大学卒 234,000 円 301,900 円 381,400 円
高校卒 200,700 円 271,700 円 355,600 円

6. 一般行政職の給与水準
ラスパイレス
指数(※1)

22年 23年 24年 25.4.1 25年参
考(※2)

25.10.1
( ※ 3) 26年 27年 28年

96.5 96.3 104.7 104.3 96.3 100.0 97.2 98.0 97.7
※ 1� ）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100と
して比較した指数　※ 2）国家公務員の時限的な（２年間）、給
与改定特例法による措置がないとした場合　※ 3）給与減額措
置（H25.10.1 ～ H26.3.31）後の指数

7. 職員手当の状況
(1) 期末・勤勉手当

区 分
支 給 割 合　（月分）

27年度 28年度
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.225 0.75 1.225 0.80
12 月期 1.375 0.85 1.375 0.90
計 2.60 1.60 2.60 1.70
職制上の段階、職務の級などによる加算措置�…�有

(2) 時間外勤務手当（27年度）
支 給 総 額 146,283 千円　
職員 1人当たり支給年額 305千円　

　「高梁市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免と職員数、給与、勤務時
間その他条件、分限・懲戒処分の状況について、その概要を公表します。 問�総務課　☎ (21)０２０５

市職員の給与などの



高
齢
者
叙
勲

功
績
を
た
た
え
ま
す

大
臣
表
彰

功
績
を
た
た
え
ま
す

高
梁
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労
賞

功
績
を
た
た
え
ま
す

【
旭
日
単
光
章
】

元
成
羽
町
議
会
議
員

谷た
に
も
と本 

泉い
ず
み美

さ
ん（
成
羽
町
坂
本
）

　
昭
和
62
年
に
地
域
住
民
か
ら
推
さ

れ
て
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
町

勢
振
興
に
あ
た
り
、
町
議
会
に
お
い

て
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
豊
富

な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て

地
方
自
治
の
確
立
と
地
域
社
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
本
さ
ん
は
、「
受
章
の
栄
に
浴

し
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
。
地
域

の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
る
た
ま
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

藤ふ
じ
い井 

包か
ね
は
る温

さ
ん

 （
川
上
町
上
大
竹
）

　

お
か
や
ま
元
気
ベ
ジ
タ
ブ
ル
推
進

本
部
主
催
の
共
進
会（
夏
秋
ト
マ
ト

の
部
）で
最
高
賞
と
な
る
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
さ
ん
は
「
受
賞
は
こ
つ
こ
つ

と
作
業
を
続
け
て
き
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
生
産
者
が
減
っ
て
い
く
中

で
、
10
年
、
20
年
先
も
ト
マ
ト
産
地

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
栽
培
技
術

を
後
継
者
に
伝
え
て
い
き
、
も
う
か

る
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

問 

農
林
課 

☎（
21
）０
２
２
３

問 

秘
書
政
策
課 

☎（
21
）０
２
１
０

津つ

つ々 

敬け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

 （
中
井
町
津
々
）

　

平
成
７
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
中
井
公
民

館
長
、
中
井
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

委
員
長
を
歴
任
し
、
退
任
後
は
、
備
中
夢
大

納
言
あ
ず
き
な
ど
を
中
井
の
地
域
特
産
物
と

し
て
、
産
地
化
・
商
品
化
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
山
田
方
谷
生
誕
地
と
し
て
精
力

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
努
め
、

地
域
住
民
や
観
光
客
な
ど
に
案
内
説
明
を
す

る
と
と
も
に
、
中
井
の
歴
史
と
文
化
シ
リ
ー

ズ
な
ど
の
歴
史
冊
子
の
作
成
や
子
ど
も
た
ち

に
地
域
の
伝
統
行
事
、
中
井
の
歴
史
の
講
話

な
ど
、
各
方
面
に
わ
た
り
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
梁
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

協
会
有
漢
会

　

平
成
10
年
の
設
立
以
来
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
普
及
と
発
展
に
努
め
、
過
疎
高
齢
化

が
進
む
中
で
も
会
員
数
を
長
年
維
持
し
、
会

員
個
々
の
健
康
増
進
は
も
と
よ
り
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
身
近
な
社
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
場
の
管
理
を
き
め
細
か
く
行
い
、
市
内
は

も
と
よ
り
、
県
内
外
、
国
外
か
ら
も
多
数
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
集
め
、
そ
の
多
く
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
り
、
有
漢
地
域
や
高
梁
市
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

問 

秘
書
政
策
課 

☎（
21
）０
２
０
８

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
個
人
・
団
体
を
た
た
え
る
、
高
梁
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労
賞
の
表
彰
式
が
、
２

月
22
日
に
高
梁
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 会長の石
い し い

井 強
つよし

さん
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赤
木
五
郎
賞

功
績
を
た
た
え
ま
す

　
平
成
16
年
４
月
に
硬
式
野

球
部
創
部
後
、「
地
域
の
方

に
い
つ
も
応
援
し
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
、
少
し
で
も
地
域

に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
週
１
回
の
清
掃
活
動

か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成
24
年

か
ら
は
、
毎
朝
、
市
内
の
道

路
を
中
心
に
、
献
身
的
に
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
市
内
老

人
ホ
ー
ム
へ
出
向
き
、
車
い

す
の
掃
除
や
窓
拭
き
な
ど
を
行
い
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

地
域
の
環
境
保
持
と
市
民
の
美
化
意
識
の
向
上
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
中
の
部
員
の
爽
や
か
な
挨

拶
は
、
市
民
に
連
帯
感
と
元
気
を
与
え
て
お
り
、
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
健
医
療
・
福
祉
・
環
境
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
赤
木
五
郎
賞
の
贈
呈
式
が
、

２
月
17
日
に
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
保
健
医
療
分
野
】

吉よ
し
だ田 

栄え
い
い
ち一

さ
ん（
南
町
）

　
当
地
域
に
お
け
る
中
核
的
な
救
急

指
定
病
院
の
外
科
医
師
と
し
て
、
昼

夜
を
問
わ
ず
救
急
医
療
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
と
と
も
に
、
平
成
18
年
に

病
院
長
就
任
後
は
、
平
成
20
年
に
災

害
拠
点
病
院
の
指
定
、
平
成
23
年
に

お
か
や
ま
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関

の
指
定
を
受
け
、
震
災
被
災
地
へ
医

師
や
看
護
師
の
派
遣
な
ど
活
躍
の
場

を
広
げ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、

地
域
が
ん
診
療
病
院
の
指
定
を
受

け
、
市
民
の
が
ん
予
防
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
保
健
医
療
の

充
実
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
保
健
医
療
分
野
】

野の
む
ら村 

良よ
し
あ
き明

さ
ん（
巨
瀬
町
）

　
平
成
９
年
４
月
に
自
院
を
継
承
さ

れ
て
以
来
、
地
域
の
在
宅
医
療
に
情

熱
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
、
昼
夜
を

問
わ
ず
往
診
や
訪
問
診
療
に
尽
力
す

る
姿
は
、
在
宅
療
養
患
者
は
も
と
よ

り
、
そ
の
家
族
か
ら
も
深
い
敬
愛
と

信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
認
定
審
査
会
審
査
業

務
へ
の
従
事
や
高
梁
市
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
協
議
会
の
委
員
と
し

て
、
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
に
率
先

し
て
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
保
健
医

療
の
充
実
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
保
健
医
療
分
野
】

東と
う
も
り森 

邦く
に
お男

さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）

　

昭
和
61
年
、
旧
有
漢
町
に
お
い

て
、
精
神
障
害
者
家
族
会
「
さ
く
ら

会
」
の
初
代
会
長
を
務
め
、
平
成
10

年
に
は
高
梁
保
健
所
管
内
精
神
障
害

者
家
族
会
「
た
か
は
し
会
」
の
会

長
、
合
併
後
の
平
成
17
年
７
月
に
発

足
し
た
高
梁
市
精
神
障
害
者
家
族
会

連
合
会
の
初
代
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
地
域
の
家
族
会
を

ま
と
め
、
精
神
障
害
者
と
そ
の
家
族

に
常
に
寄
り
添
い
、
地
域
で
暮
ら
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
や
精
神
障
害
者

の
自
立
支
援
に
貢
献
す
る
な
ど
、
精

神
保
健
の
推
進
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
環
境
分
野
】

岡
山
県
高
梁
日
新
高
等
学
校

硬
式
野
球
部（
内
山
下
）

問 

健
康
づ
く
り
課 

☎（
21
）０
２
６
７
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方
谷
賞

功
績
を
た
た
え
ま
す

全
国
大
会
出
場

栄
光
を
た
た
え
ま
す

第
２
回
全
日
本
選
抜
小
学
生
野
球
選

手
権
淡
路
島
大
会　
３
位

  

（
２
月
11
日
～
12
日
・
兵
庫
県
）

岡
山
県
選
抜

川か
わ
か
み上 

寛か
ん
せ
い生

君   

川
上
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　  （
川
上
町
領
家
）

中な
か
い
え家 

貫か
ん
太た
君   

成
羽
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　  （
成
羽
町
成
羽
）

山や
ま
さ
き崎 

虎こ

太た
ろ
う郎

君   

有
漢
西
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
有
漢
町
有
漢
）

「今まで練習してきた成果を十分に発揮できました。監督・
コーチをはじめ、応援してくれた皆さんのおかげだと思い
ます。ありがとうございました」

　
市
内
の
高
等
学
校
や
大
学
等
で
学
び
、

在
学
中
に
学
業
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動
が
優
秀

と
認
め
ら
れ
た
学
生
、
団
体
に
贈
る
方
谷

賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

問 

秘
書
政
策
課 

☎（
21
）０
２
０
１

竹た
け
だ田 

義よ
し
ふ
み史

さ
ん 

　
　
高
梁
高
等
学
校（
落
合
町
近
似
）

和い
ず
み
や
泉
谷 

ま
り
も
さ
ん

　
　
高
梁
城
南
高
等
学
校（
岡
山
市
）

德と
く
だ田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん

　
　
岡
山
県
高
梁
日
新
高
等
学
校（
倉
敷
市
）

赤あ
か
は
に埴 　
清き
よ
しさ

ん

　
　
宇
治
高
等
学
校（
成
羽
町
長
地
）

柴し
ば
く
ら倉 　
陸り
く

さ
ん

　
　
松
山
高
等
学
校（
総
社
市
）

三み
や
け宅 

稚ち
は
る春

さ
ん

　
　
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校（
井
原
市
）

髙た
か
や
ま山 

眞ま

き

こ
紀
子
さ
ん 

　
　
吉
備
国
際
大
学（
松
原
通
）

 

尹い
ん　
維い
し
ょ
う婕

さ
ん

　
　
吉
備
国
際
大
学（
中
国
湖こ

ほ
く北
省
出
身
）

第
52
回
全
国
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会　
優
勝

 

（
10
月
21
日
～
26
日
・
愛
媛
県
）

全
国
地
域
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
２
０
１
６

 

（
11
月
25
日
～
27
日
・
千
葉
県
）

三
菱
自
動
車
水
島
Ｆ
Ｃ

森も
り
さ
こ迫 

良り
ょ
う
た太

さ
ん （
松
山
）

中な
か
む
ら村 

直な
お
と人

さ
ん （
落
合
町
阿
部
）

「サッカーができる環境や支
えてくれる人に感謝してい
ます。“続けること”の大切
さを改めて感じました」

「優勝できたことにビックリ
しています。この優勝が高
梁のサッカー活性化につな
がればと思います」

ア
シ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ
２
０
１
６

第
３
回
全
国
高
等
学
校
７
人
制

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

 

（
７
月
15
日
～
18
日
・
東
京
都
）

倉
敷
工
業
高
等
学
校

山や
ま
し
た下 

哲て
っ
ぺ
い平

さ
ん （
落
合
町
福
地
）

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内

で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ

に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

     

☎（
21
）０
２
２
３

「全国大会では、勝つことが
出来ず悔しかったですが、
全国の厳しさを知り、よい
経験ができました」

20H29 (2017) ３月



Ｋ
こ

Ｏ
Ｔ

と

Ｏ
コ
ン
テ
ス
ト 

～
写
真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
～

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「あなたに会える夏の夜、松山踊り」

最
優
秀
賞

芝し
ば　

 

次つ
ぐ
の
り昇

さ
ん
（
岡
山
市
）

　
高
梁
市
の
魅
力
を
写
し
撮
っ
た
「
と
っ
て

お
き
の
一
枚
」
に
「
と
っ
て
お
き
の
一
言
」

を
添
え
た
写
真
を
募
集
し
た
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン

テ
ス
ト
。
市
内
外
か
ら
60
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
会
を
開
催
し
、
次
の
と
お
り
各
賞

を
決
定
し
ま
し
た
。

問 KOTO コンテスト事務局
　 秘書政策課 ☎（21）０２１０

優
秀
賞

谷た
に
し
た下 

真ま
さ
き基

さ
ん
（
落
合
町
近
似
）「守ろう自然　育む親子愛」

優
秀
賞

石い
し
い井 　
敦あ
つ
しさ

ん
（
備
中
町
平
川
）「凛とした大山と松山城　朝日に冴える」

入
　
選

竹た
け
べ部 

ち
ど
り
さ
ん
（
岡
山
市
）「想い出は煌めきの中に」

入
　
選

野の
ぐ
ち口    

智と
も

さ
ん
（
松
原
町
神
原
）

「
親
子
」

特
別
賞

黄お
お
え江 

康や
す
ひ
ろ広

さ
ん
（
原
田
北
町
）

「四月、高梁の寺を巡る。
寺からの眺めは桜色の町並」

佳
　
作

桑く
わ
き木 

道み
ち
お夫

さ
ん（

矢
掛
町
）「しんしんと雪山城に積りけり」

竹た
け
な
か中 

良よ
し
あ
き明

さ
ん（松

原
町
松
岡
）

野の
ぐ
ち口 

美み

え絵
さ
ん

（
松
原
町
神
原
）

西に
し
む
ら村    

毅つ
よ
しさ

ん
（
中
井
町
西
方
）

「べんがらの町をべんがら色に
染める吹屋おどり」

「湖面に映る夜桜、
光と桜の桜灯源郷」

「初夏の風」

21 H29 (2017) ３月



子育て支援情報 子育て支援情報

栄養教室
　ライフスタイルの変化にともない、偏った食生活、肥
満、ストレスなどが原因の生活習慣病が増えています。
　食事作りで悩んでいることはありませんか？
　６月から始まる全 10 回の栄養教室では、まるごと食
育講座の要素を取り入れ、身近なプロの調理師から調理
技術を学べる日を設けました。
リニューアルした栄養教室で、
健康についての知識を増やし、
おいしくて身体にやさしい食事
作りや調理技術を仲間と一緒に
学びましょう。

会　場 日　程

有漢保健センター 第２火曜日

成美集会所 第３金曜日

期間…６月～平成 30 年３月（全 10 回）
時間…午前９時 30 分～午後１時
対象…20 歳以上の市内在住者
内容…講話と調理実習
持参品…エプロン、三角巾、手拭き、筆記用具
参加費…無料
申し込み…４月 28 日（金）までに健康づくり課、各地域局へ
※修了者は、地域で栄養委員として活躍していただく場
合もあります。

問 健康づくり課 ☎（21）０２６７

わくわく子どもコンテスト
　作品を募集します
　市内の小学生以下の子どもたちが作成・考案した習
字、写生および標語を募集します。
　寄せられた作品は、市が開催するイベントで展示する
ほか、優秀な作品を「わくわく子どもフェスタ 21」で
表彰します。
習字の部
　半紙に黒色の墨（墨汁）で書いたもの。長半紙は不可。
小学校低学年部門（「   」内はテーマ）
　１年 「さる」
　２年 「マラソン」
小学校中学年部門
　３年 「ふれあい」
　４年 「高梁川」
小学校高学年部門
　５年 「山田方谷」
　６年 「神楽の里」
写生の部
　八つ切り画用紙に、クレヨン、クレパス、色鉛筆、ま
たは水彩絵の具で描いたもの。テーマは「高梁市の風景

（まちなみ・自然）」。
部門… 幼年
　　　小学校低学年（１・２年）
　　　小学校中学年（３・４年）
　　　小学校高学年（５・６年）
標語の部
　五七五調の川柳形式のもの。テーマは「高梁のよさを
広く紹介するメッセージ」。テーマの言葉を含まなくて
も可。用紙は任意。
�部門… 小学校低学年（１～３ 年）
　　　小学校高学年（４～６年）
応募方法…市子ども会連合会所属の子ども会会員は各子
ども会を通じて、その他の人は直接、こども未来課、ま
たは各地域局に応募してください。
　作品に、製作者の氏名、住所、所属の学校など、学
年、子ども会所属の子どもは子ども会名と連絡先がわか
るものを記載、または添付してください。
応募期間…４月３日（月）～５月 19 日（金）
※作品は応募期間中に作成したものに限ります。

問  わくわく子どもフェスタ 21 実行委員会事務局（こど
も未来課内）　☎（21）０２８８

パパ・ママ・子育て応援企業
　従業員の子育てや、地域における子育てを積極的に応
援することを宣言する「パパ・ママ・
子育て応援企業」を募集しています。
　登録することで、「パパ・ママ・
子育て応援企業奨励金」の支給対象
にもなります。引き続き、応募をお
待ちしています。

新たに登録された企業（登録企業が 19社になりました）
�・�株式会社�共栄商事（中原町 1084-1） ２月 15 日登録

問 こども未来課 ☎（21）０２８８

22H29 (2017) ３月



子育て支援情報 子育て支援情報

各種相談・教室（４月）
◎乳児健康診査　平成28年７月・12月生まれ
４月５日（水）　午後１時～午

後１時30分（受付）　高梁保健センター
内容…��身体計測、問診、内科診察、育児相談、歯科相

談、離乳食相談

◎２歳６カ月児健康診査　平成26年10月～11月生まれ
４月26日（水）　午後１時～午

後１時30分（受付）　成羽健康管理センター
内容…��身体計測、問診、内科診察、歯科診察、育児相

談、歯科相談、栄養相談、心理相談

◎３歳児健康診査　平成25年９月～10月生まれ
４月12日（水）　午後１時～午

後１時30分（受付）　高梁保健センター
４月26日（水）　午後１時～午

後１時30分（受付）　成羽健康管理センター
内容…��身体計測、問診、尿検査、目と耳のアンケート、

内科診察、歯科診察、育児相談、歯科相談、栄養
相談、心理相談

◎育児・プレママ相談 （０歳～就学前の幼児、妊婦）
４月19日（水）　午前10時～午

前11時（受付）　子育て支援センター
内容…�身体計測、育児・栄養相談、妊娠中の健康・栄養

相談など
持参品…�母子健康手帳
◎ちびっこ広場 （おおむね１歳～就学前の幼児）
４月20日（木）　午前10時～午

前11時30分　成羽健康管理センター

問�健康づくり課�☎（21）０２６７
◎教育相談
月～金　午前９時～午

後５時　教育委員会相談室

問�学校教育課（悩み相談電話）�☎（22）７８６７
◎ひとり親家庭相談・家庭児童相談
月・火・木・金　午前９時～午

後４時　こども未来課相談室

問�こども未来課�☎（21）０２８８
◎子どもの心とからだの総合相談 （要予約）

４月13日（木）　午後１時～午
後３時（受付）　備北保健所　

◎思春期（ひきこもり）相談 （要予約）

４月18日（火）　午後２時～午後４時　備北保健所

問�備北保健所備北保健課�☎（21）２８３６
◎吉備プレーパーク
４月23日（日）　午前10時～午後４時　吉備プレーパーク第２子ども広場
※�来場時に第２子ども広場の受付にお寄りください。
問��吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科�☎（22）
９２７３／こども未来課�☎（21）０２８８

ゆう・ゆうひろば（４月）
会場…子育て支援センター（順正高等看護福祉専門学校２号棟）
開設時間…月～金曜日（祝日を除く）�午前10時～午

後４時

問�子育て支援センター�☎（22）２４５０
　�こども未来課�☎（21）０２８８

※�ファミリーサポート受け付け…�午前８時30分～午後５時15分

◎赤ちゃんタイム
４月７日（金）・21日（金）　午前10時～正午

◎ゆう・ゆうタイム（要予約）
４月28日（金）　午前10時～午前11時30分
「もうすぐこどもの日」�　

◎育児相談日　４月19日（水）　午前10時～正午（受付午
前11時まで）

※�この日のランチタ
イムはありません

◎さてらいとひろば“ゆうゆう”
４月11日（火）　午前10時～午

前11時30分　落合ふれあい公園
４月20日（木）　午前10時～午

前11時30分　川上保健センター
４月25日（火）　午前10時～午

前11時30分　備中地域局

◎家庭相談日　４月11日（火）・25日（火）　午前10時～午後４時

　学校法人順正学園は、15歳以下の子どもを養育して
いる生活困窮度合いが特に高い世帯に、その自立を支
援するため、企業や団体、個人から寄贈を受けた食料品
および学園が用意した食品を無償で提供する「順正デリ
シャスフードキッズ（ＤＦＫ）クラブ」の活動を行ってい
ます。
支援対象者（次の①～⑤をすべてを満たす人）
①市内に居住している　②０歳から中学生（15歳以下）
までの子どもを養育している（別居不可）　③生活に困窮
している（子ども達の日々の食料品が不足しがちな家庭）
④こども未来課、または高梁市生活あんしんサポートセ
ンター（高梁総合福祉センター内）の相談員と面接を行っ
ている　⑤生活保護法の規定による扶助を受けていない
支援内容・期間・回数…主食、副食、嗜好品を段ボール
に詰めて、月１回（おおむね第３土曜日か日曜日）、配送
されます。
※学園の休日などで、配送日が変更になる場合があります。
申請方法…こども未来課、高梁市生活あんしんサポート
センターで面接の上、次の書類を提出してください。
①食料品配送申請書　②食料品支援についての確認書

問�こども未来課�☎（21）０２８８
　�高梁市生活あんしんサポートセンター�☎（22）９１１１

順正デリシャスフード
キッズ（DＦＫ）クラブ
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問 ハローワークたかはし ☎（22）２２９１

求 人 情 報（３月２日現在）

職　種 所在地 賃　金　月　額

郵便外務 中井町 時給 840 円

介護職 本町 135,000 円

一般事務 伊賀町 時給 830 円

臨時保健師 松原通 日給 8,180 円

准看護師 南町 206,800 円～ 221,800 円

土木作業員 落合町 220,000 円～ 300,000 円

看護補助者 落合町 170,000 円～ 185,000 円

受付事務（パート・
５時間勤務） 津川町 時給 820 円

宿泊施設の夜間管
理人（パート） 松原町 時給 813 円

介護職（パート） 成羽町 時給 935 円

柔道整復師にかかる国保利用
　柔道整復師（接骨院・整骨院など）の施術に国民健康保
険（国保）が使えるのは、一定の条件を満たす場合に限ら
れますので、ご注意ください。
施術を受けるときの注意点
➢ 負傷原因を正確に伝えましょう。
　（いつ・どこで・何をして・どんな症状があるのか）
➢ 療養費支給申請書の内容をよく確認して自分で署名ま 
 たは捺印してください。

　（負傷原因、負傷名、日数、金額など）
➢ 領収書を必ず受け取り、大切に保管してください。

第三者行為による傷病届
交通事故などで受診したときは
　交通事故や犬に咬まれたケガ、飲食店での食事が原因
で食中毒を起こした場合など、自分以外の第三者の行為
が原因のケガや病気の治療費は、加害者が負担するべき
ものです。
　これらの場合、国民健康保険（国保）を使って受診した
場合は、必ず「第三者行為による傷病届」を医療連携課
に提出してください。
　この傷病届は、後日国保が本人に代わって、加害者や
加害者側の損害保険会社などに、国保が立て替えている
治療費を請求するために必要なものです。
　ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談を済
ませたりすると国保が使えなくなります。示談の前に必
ず医療連携課へ相談してください。

問 医療連携課 ☎（21）０２５８

※国保を使って接（整）骨院で施術を受けた人に、負傷原因や
治療内容などについて確認することがあります。これは医療
費適正化の一環として、請求内容に誤りがないかを確認する
ために行っていますので、ご協力をお願いします。

問 医療連携課 ☎（21）０２５８

国保が使える治療
◉急性または亜急性（急性に準ずる）の外傷性原因による
もの◉打撲◉ねんざ◉挫傷（肉離れなど）◉骨折・脱臼（緊
急時以外は医師の同意が必要）

国保が使えない治療
×単なる（慢性的な要因や疲労性からくる）肩こりや腰痛、
スポーツなどによる筋肉痛や筋肉疲労など肉体疲労から
の回復×脳疾患後遺症などのリハビリ×神経痛×リウマ
チ×ヘルニアなど慢性的な病気×病院や診療所などで同
じ部位の治療を受けているとき×交通事故や労務災害が
原因となっているもの

市役所 休日窓口を開設
　年度の替わりは市役所の窓口が大変混雑し、利用者の
皆さんにご迷惑をお掛けすることもあります。
　このような状況を緩和し、市民サービスの向上を図る
ため、次の日程で休日窓口を開設し、転入・転出などの
住民異動の手続きや各種証明書の発行を行います。

開庁日時 ４月２日（日） 午前８時 30 分～
　　　午後５時 15 分

受付内容

住民異動届（転入・転出・転居など）、住民票、
戸籍、印鑑登録証明書などの交付、国民健
康保険の加入喪失手続き、国民年金の手続
きなど

※ マイナンバーカード、住民基本台帳カードを使用した
転入、広域交付住民票の交付はできません。

※ 国の機関や他市町村に確認が必要な業務については、
対応できない場合があります。

問  市民課 ☎（21）０２５２
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年金
国民年金 任意加入制度
　60 歳までに老齢年金の受給資格期間の 25 年（平成
29 年８月１日からは 10 年）を満たしていない場合や、
40 年の納付済期間がないため老齢基礎年金を満額受給
できない場合であって、厚生年金（共済組合）に加入して
いないときは、60 歳以降（申し出された月以降）でも任
意加入することができます。ただし、さかのぼって加入
することはできません。
①年金額を増やしたい人は 65歳までの間
②受給資格期間を満たしていない人は 70
歳までの間
③外国に居住する 20 歳以上 65 歳未満の
日本人も任意加入することができます。
　なお、海外に居住する期間は受給資格期間に含まれま
すが、受給金額には反映されません。また、保険料の納
付方法は口座振替が原則となります。

問 日本年金機構高梁年金事務所 ☎（21）０５７０
　 市民課戸籍係 ☎（21）０２５２

各種相談・教室（４月）
◎行政相談
４月３日（月）　午

前９時～正午　コミュニティプラザ
４月７日（金）　午

前９時～正午　川上総合学習センター
４月７日（金）　午

前９時～正午　備中総合センター
４月13日（木）　午

前９時～正午　有漢農業構造改善センター
４月21日（金）　午

前10時～午
後３時　成羽総合福祉センター

問 市民課 ☎（21）０２５４／各地域局

◎法律相談（要予約）
４月11日（火）　午

後１時～午
後４時　市役所４階会議室２・４

◎消費生活相談
４月18日（火）　午

前10時～午
後３時　市役所２階研修室

◎司法書士相談
４月14日（金）　午

前10時～正午　市役所４階会議室１・３
４月19日（水）　午

後１時～午
後４時　ポルカ市民交流コーナー

問 市民課 ☎（21）０２５４

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
４月４日（火）　午

前９時～正午　市役所２階研修室
４月７日（金）　午

前９時～正午　備中総合センター
４月７日（金）　午

前９時～正午　川上総合学習センター
４月13日（木）　午

前９時～正午　有漢農業構造改善センター
４月25日（火）　午

前９時～正午　宇治総合会館

問 岡山地方法務局高梁支局 ☎（22）２３１８

◎ふれあい相談 （福祉総合相談）
毎週月～金曜日（祝日を除く）　午

前８時30分～午
後５時15分

問   高梁市社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
　 有漢支所 ☎（57）３２１８　  成羽支所 ☎（42）２００５
　 川上支所 ☎（48）９７７０　  備中支所 ☎（45）３１３１

◎備北保健所の定期相談・検査（要予約）
エイズ・性感染症検査　４月25日（火）　午

後１時～午
後２時

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査　４月25日（火）　午
後１時～午

後２時
骨髄ドナー検査登録　４月25日（火）　午

後１時～午
後２時

◎精神保健福祉相談（要予約）
４月５日（水）　午

後２時30分～午
後４時30分　備北保健所

４月14日（金）　午
後２時30分～午

後４時30分　川上地域局

◎酒害相談（要予約）
４月14日（金）　午

後２時30分～午
後４時30分　備北保健所

問（予約先） 備北保健所備北保健課 ☎（21）２８３６

◎病態栄養相談（要予約）
４月13日（木）　午

前10時～午
前11時　備北保健所

問（予約先） 備北保健所備北保健課 ☎（21）２８３５

月　日 医療機関名（所在地） 電話番号
４月２日（日） 大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

４月９日（日） 藤本診療所（松原通）
備中診療所（備中町）

☎（22）３７６０
☎（45）９００１

４月16日（日） 備中整形外科（成羽町） ☎（42）４３１１
４月23日（日） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

４月29日（土） 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎（22）２２４４
☎（25）０００３

４月30日（日） 仲田医院（落合町） ☎（22）０５１１

休日当番医（４月）

※ 休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前
に電話でご確認ください。

　高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル ☎（21）０１００

献血
　次のとおり献血を行います。ご協力をお願いします。

月　日 場　所 受付時間

４月11日（火）
川上総合学習センター 午

前９時 40分～午
前11時

備中地域局 午午
後０時30分～午

後２時
成羽地域局 午

後３時～午
後４時20分

問 健康づくり課 ☎（21）０２２８
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こころの医療たいようの丘ホスピタル
「第 12 回地域公開講座」

　高齢になると『認知症』と言えないけれど、「これっ
て認知症？」と感じる場面も多いと思います。認知症に
ついての理解、その特徴を踏まえた対応の仕方だけでな
く、一見認知症のように考え
てしまいがちな状態について
も学ぶ機会になればと思いま
す。お誘いあわせの上、お気
軽にご来場ください。

日時…４月８日（土）　午後１時 30分～午後３時
会場…高梁市文化交流館　中ホール
講演…「改めて学ぶ、認知症 ～理解とその次の一歩～」
講師… 大

おおつか
塚恒

つ ね こ
子さん

　　　（一般財団法人仁明会 精神衛生研究所副所長）
参加費…無料
問  こころの医療たいようの丘ホスピタル地域医療連携室     
　  ☎（22）２２１７ F（22）７８８１

大杉病院創立 80 周年記念講演会
　創立 80 周年を記念して、下記の
とおり記念講演会を開催します。

日時…４月 26日（水）
　　　午後２時 30分～午後４時
　　　（開場：午後２時）
会場…高梁国際ホテル
講演…「一生元気で暮らすための食べ方」
講師…後

ご と う
藤恭

きょうこ
子さん

　　　（タニタの社員食堂を立ち上げた管理栄養士）
参加費…無料　※定員 50人
問  大杉病院 地域医療連携広報室  ☎（22）４２５８

こころに響く ことばと書
にんげんだもの  相田みつを展
　相田みつを（1924-1991）は、
戦中戦後の動乱期に青春時代を
過ごしたことで「いのち」の尊
さをテーマとし、短歌と禅に出
会い独自の世界観を「自分のこ
とば・自分の書」として表現し
ました。
　今展では、代表作《にんげんだもの》をはじめとする
各時代の秀作や愛用品など 130 点を展観し、書家・詩
人としてだけでなく、人間 相田みつをを紹介します。
会期…４月 15日（土）～６月 25日（日）
　　　午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
会場…成羽美術館
観覧料…一般 1000円、高大生・65歳以上 700円
　　　　小中生 400円（高梁市内の小中生は無料）
　　　　■関連イベント（要観覧券）

【開会式】
日時…４月 15日（土）　午前 10時 30分～午前 11時
場所…多目的展示室

【相田一人氏によるギャラリートークとサイン会】
日時…4月 15日（土）　①午前 11時～　②午後２時～
場所…展示会場
※サイン会の参加はショップで関連書籍を購入した人に限る。

【記念講演会】
日時…５月 14日（日）　午後２時～午後３時 30分
場所…成羽総合福祉センター（美術館隣）
講師…相田みつを美術館 館長 相

あ い だ
田一

かず
人
ひと

さん
　※入場無料、先着 200人
日時…６月４日（日）　午後２時～午後３時 30分
場所…レクチャールーム
講師…九州国立博物館 館長 島

しま
谷
たに

弘
ひろ

幸
ゆき

さん
　※先着 50人
問  成羽美術館 ☎（42）４４５５

第２回川面町桜まつり
日時…４月２日（日）
　　　午前 10時～午後２時
　　　（売切れ次第終了）
会場… 高梁川堤防
　　　（中市場新谷川横の空き地）
内容… 模擬店（焼きそば、おにぎ

り、いか焼き、射的など）
駐車場…川面小学校
　　　　川面地域市民センター
問  同実行委員会  佐藤さん  ☎ 080-3405-8499

第 23 回酒蔵コンサート 2017 J
ジ ャ ズ

AZZ i
イン

n U
ウ カ ン

KAN
日時…４月 23日（日）
　　　開演：午後１時 30分～
　　　（開場：午後０時 30分）
会場… 芳

ほうれつ
烈酒造「酒蔵」

　　　（有漢町有漢 2535-1）
出演者… 宮

みやざき
崎カポネ信

のぶよし
義　　　　

　　　　 　S
ス タ イ ル
TYLE J

ジ ャ ズ バ ン ド
AZZ BAND

ゲスト…木
こ は た
幡光

みつくに
邦（tp）

チケット…前売り 4000円
　　　　　  （当日 4500円）
問  同実行委員会（芳烈酒造㈱）  ☎（57）２００３
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高梁市体育協会長杯ソフトテニス大会
日時…４月 16日（日）　午前９時～
会場…神原スポーツ公園
対象…�高梁ソフトテニス協会員、高梁市・新見市に在住・

通勤・通学をしている人
部門…第１部：高校生男子～ 44歳男子
　　　第２部：45～ 64歳男子、一般～ 44歳女子
　　　第３部：65歳以上男子、高校生女子、45歳以上女子
参加費…１組 1000円
申し込み…４月９日（日）までに高梁ソフトテニス協会へ
問�高梁ソフトテニス協会�川西さん�☎ 090-2291-1687

備北２市１郡バドミントン大会
日時…４月 23日（日）　午前８時 30分～
会場…高梁市民体育館
対象…�備北２市１郡（高梁市、新見市、吉備中央町）内に在

住、通勤、通学している人
部門…�１部～３部（ペアの組み合わせは自由）、４部（ビギ

ナーおよび小学生）
参加費…一般 1000円／高校生以下 500円
申し込み…�４月 12 日（水）までに高梁市体育協会�☎（21）

０３３７へ
問�長谷川さん�☎ 090-1011-7512

備北地区卓球大会
日時…５月 14日（日）　午前８時 30分～
会場…高梁市民体育館
対象…�高梁市・新見市・真庭市・吉備中央町に在住、通

勤、通学する中学生・高校生・一般（大学生を含
む）、上記範囲のクラブチーム等に所属する人

部門…�団体の部（男子、女子）、個人の部（男子、女子、シ
ニア（50歳以上の男女）

参加費…団体 2000円、個人 700円（中学生以下 500円）
申し込み…�５月９日（火）までに高梁市体育協会� ☎（21）

０３３７へ
問�三上さん�☎ 090-9730-3219

学園だより

企画展「高梁の仏画―涅
ね は ん ず

槃図を中心に」
　吉備国際大学は、文部科学省が実施する「地（知）の拠点整備事業」に採択され、
文化財学部において涅槃図を中心に高梁市の仏画の所在調査を行っています。
　今回の展観は、「地（知）の拠点整備事業」の中間報告をはじめ、市民の皆さんが仏
画や仏教美術への理解を深め、文化財の保護・保存への気運を高めていくことを目
的とした企画展になっています。

日時…３月 19日（日）まで
場所…高梁市歴史美術館市民ギャラリー
問�吉備国際大学�地域連携センター�☎（22）９０５０

第８回岩戸開き in 用瀬嶽
　　ボルダリング競技会を通じての交流会
日時…４月 23日（日）
　　　午前 10時～午後４時
会場…用瀬嶽クライミング広場
内容…�岩登り技術の向上と普及（特設

ステージでのボルダリング競
技）、地域の皆さんとの交流

定員…50人
参加費…1000円（保険料など・受付時）
申し込み…４月 18日（火）までに郵送、ファクスで
問�杉田さん�☎F（45）３１０６・☎080-2887-2765

順正学園エクステンションセンターの有料講座　受講生募集！
○英会話講座（中学生以上対象）　４月27日～８月10日（毎週木曜日／全15回）　申込締切：４月17日（月）
　初級クラス：午後５時 30分～午後６時 30分�／中級クラス：午後７時～午後８時　受講料：10,000 円
○福祉住環境２級対策講座　５月20日・６月３日・17日・７月１日（土／全４回）　申込締切：４月 26日（水）
　受講料：40,000 円（テキスト、模試付）
　※検定料として別途 6,480 円が必要です。 問 順正学園エクステンションセンター ☎（22）３７２０
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図書館イベント

■ 日時　毎週土曜日
　　　　　 午後２時～午後２時 30 分
■ 会場　高梁市図書館４階

■ 日時　４月８日（土）　午前 10 時～
■ 会場　成羽図書館
　　小型絵本「14ひきのぴくにっく」「たんぽぽ」
　　大型絵本「おしゃれなおたまじゃくし」
　　工作「キャッチボール」
　　（ボランティアグループ「うぐいす」）

▶申し込み方法：４月２日（日）午前９時から高梁市図書館 2階カウンターで整理券を配布します。
　　　　　　　　※１枚の参加券で１人参加可能（利用者カードの提示が必要）
▶定員：先着１００人まで

■ 日　時　４月 30 日（日）　午後２時～午後３時３０分
■ 会　場　高梁市図書館４階多目的室
■ 講　師　岩

い わ さ
佐十

と お る
良さん　（クリエイティブ・ディレクター）

講演会「里山を再生する～自分たちの力で町の再生を～」

読み聞かせ

プロフィール
株式会社自遊人の代表取締役で、雑誌「自遊人」の編集長。温泉や
食に関する記事が人気の雑誌「自遊人」を創刊するかたわら、食品
の企画、製造、販売、農業、宿泊施設（里山十帖）なども手がける。
特に、衣食住遊、ライフスタイルのすべてを提案する宿泊施設の司
令塔として地域のよさを「伝える」仕事を行っています。

えほんのよみきかせ

■ 高梁市図書館には便利な設備がいろいろあります

高梁市図書館活用のイロハ ～ 【第２弾・設備編】 ～

ベビーカー・車いす（２階）
２階入口すぐのところに、ベ
ビーカーを用意していますの
で、遠慮なくご利用ください。
また、車いすも用意しています
ので、利用時にスタッフにお声
かけください。

拡大読書器（３階）
資料を拡大したり、白黒反転さ
せることのできる便利な読書器
です。ルーペや老眼鏡を使うよ
り、大画面で見ることができま
すので、文字の細かい資料を見
るのにオススメです。

ライブラリーカート（３階・４階）
本を入れながら、館内を移動す
ることができるカートです。借
りる本に迷ったら、ひとまずこ
のカートに入れて、閲覧席で
じっくり時間をかけて選んでみ
てください。

調乳器・ベビースケール（４階）
授乳室の中に、ミルクをつくる
のに適した温度のお湯が出る調
乳器があります。また、乳幼児
の体重を測る「ベビースケール」
も用意しています。図書館に来
るたびに体重を測って、お子さ
んの成長を記録できます。
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個性派シュガーのお菓子
柴田書店　編　／　柴田書店

　バレンタイン、雛祭りとお菓子をいただく機会の
多い季節。手作りするとたくさんの砂糖を使うこと
が分かります。私は冷え性なので体を温める効果が
あるとされるミネラル豊富な黒糖を使ったお菓子作
りが気になります。温かいお茶と手作りお菓子、皆さ
んもいかがでしょうか。

４日㊋
川面地域市民センター前
落合地域市民センター前
津川地域市民センター前

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:15 ～ 15:45

６日㊍ やまびこカフェ
宇治市民センター

11:00 ～ 12:00
13:30 ～ 14:30

10 日㊊

玉川地域市民センター前
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
成羽川荘
日名神楽公園

10:00 ～ 11:00
11:40 ～ 12:10
12:15 ～ 12:45
14:15 ～ 14:45
15:15 ～ 15:30
15:45 ～ 16:15

12 日㊌

川上小学校
西山コミュニティハウス
富家小学校
ゆめタウン
中電社宅前

10:00 ～ 10:25
11:40 ～ 12:10
13:05 ～ 13:25
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

13 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン
有漢東小学校

10:00 ～ 10:30
12:40 ～ 13:40
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 15:55

14 日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

10:00 ～ 11:00
13:00 ～ 13:30
13:50 ～ 14:50

成羽図書館
☎（42）２５８９

午前９時～午後５時 開館
毎週月曜日休館

４月の移動図書館

高梁市図書館
☎（21）２９１２

午前９時～午後９時 開館
年中無休

一般書 かこちゃんはひとりっこ
石
い し づ

津ちひろ　作 ／ 高
たかばたけなお

畠那生　絵 ／ 好学社

　カバのかこちゃんはひとりっこです。きょうだいの
いる子がうらやましいなぁ、ひとりっこだといつもひ
とりぼっちでつまんないなぁと思っています。でも、
かこちゃんのお誕生日の日には、みんなが来てくれて
…。ひとりっこもきょうだいのいる子もみんなが楽し
くなる、そんな絵本です。

児童書

今月のおすすめ図書

社会教育課　 林
はやし

悦
えつ

子
こ

さん高梁市図書館　秋
あきやま

山佑
ゆ い

衣さん

18 日㊋

川面小学校
川面地域市民センター前
巨瀬小学校
落合地域市民センター前
津川地域市民センター前

10:00 ～ 10:30
10:30 ～ 11:30
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 15:00
15:15 ～ 15:45

19 日㊌ 有漢西小学校 10:00 ～ 10:30

20 日㊍

福地小学校
やまびこカフェ
宇治市民センター
宇治小学校
松原小学校

10:15 ～ 10:40
11:00 ～ 12:00
13:30 ～ 14:30
14:30 ～ 15:00
16:00 ～ 16:20

21 日㊎ 津川小学校 13:05 ～ 14:00

24 日㊊

玉川地域市民センター前
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
成羽川荘
日名神楽公園

10:00 ～ 11:00
11:40 ～ 12:10
12:15 ～ 12:45
14:15 ～ 14:45
15:15 ～ 15:30
15:45 ～ 16:15

26 日㊌
川上小学校
西山コミュニティハウス
ゆめタウン
中電社宅前

10:00 ～ 10:25
11:40 ～ 12:10
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

27 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン

10:00 ～ 10:30
12:40 ～ 13:40
14:00 ～ 15:00

28 日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

10:00 ～ 11:00
13:00 ～ 13:30
13:50 ～ 14:50
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子ども予防接種週間
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ラ
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　「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」

　
元
気
で
動
け
る
と
き
は
い
ろ
い
ろ

な
集
い
へ
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
へ
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

福
ふくたき

瀧 康
や す え

江さん
（巨瀬町）

問 健康づくり課 ☎（21）０２６７　

■ 麻しん・風しんの予防接種を受けましたか？
　麻しん・風しんはとても感染力が強く、大人になって発生すると重症化しやすい病気です。特別な治
療法がなく、予防接種がもっとも有効な手段となっています。予防接種を受けていない人は、期間内に
受けるようにしましょう。

 第１期（１回目）：１歳児
 第２期（２回目）：５～７歳未満で小学校就学前の１年間
　 　（予防接種可能期間は、就学前年度の４月１日～３月 31 日）

　　　 毎年３月１日から３月７日までの
７日間を「子ども予防接種週間」として、予防接種に対する関心を
高め、予防接種率の向上を図っています。４月からの入園・入学に
備えて、必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

第２期（２回目）の予防接種が無料で受け
られるのは、小学校入学前１年間 です。
※ 無料接種期間を過ぎた場合は、１万円以上

の自己負担が必要です。

＜高梁市の麻しん・風しん予防接種率の状況＞ ※平成 28 年度は 11 月末時点の接種率です。

 『こころの健康』を保つため には、適切な睡眠とバランスの取れた栄養・食生活、休養が必要です。
あなたは頑張りすぎていませんか？ たまには休息を取り、こころと体の健康を見直してみましょう。

・ 趣味やスポーツなど、好きなことを楽しむ
・ 自然と触れ合う
・ 相談相手、愚痴を言える相手をつくる
・ リラックス法を取り入れる
・ 専門家に相談する

【高梁市健康づくり課】    ☎（21）０２２８
【こころの健康相談・思春期ひきこもり相談】
（岡山県備北保健所内）    ☎（21）２８３６

困った時や悩んだ時の相談窓口～ 休養・リフレッシュのヒント ～

麻しん・風しん予防接種率（第１期）

82.9
104.8

81.7 70.6

H23　  H24  　H25  　H26  　H27  　H28

92.7 90.7

麻しん・風しん予防接種率（第２期）

H23　  H24  　H25  　H26  　H27  　H28

93.8 95.393.4 93.4 92.4

60.4

＜予防接種対象者＞

な お
し は

30H29 (2017) ３月



　　　成羽病院通信　     　　　   
問 成羽病院 ☎（42）３１１１

検
診
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ょ
う

内
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須 

龍
介

　
皆
さ
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毎
年
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

　
住
民
健
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や
職
場
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、
人
間
ド
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ク
な
ど
で
、
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方
は
定
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に
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い
る
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ま
す
。
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ス
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応
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単
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大
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内
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検
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頸

動
脈
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検
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Ｉ
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い
っ
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に
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期
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ど
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め
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療
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思
い
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在
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人
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２
人
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３
人
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ん
で
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肺
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「
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診
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け
て
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す
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圧
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、
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線
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。

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 31 回

高齢社会を支える専門職の
さらなる連携を求めて

　市内の医療、福祉、介護の専門職のさらなる連携を進めるために、１月 13 日に高梁総合文化会館で多職種研修会
が開催されました。
　今回の研修会では、他の職種の役割や専門性などを理解するために「胃がんのた
め余命２カ月の患者の在宅療養支援」の場面を想定したロールプレイを行いました。
退院前の調整会議に、普段、連携をしている他の専門職の立場になって取り組むこ
とで「他の専門職はどのような観点から発言をしているのか理解できた」、また「他
の専門職に伝えるには、もっと工夫が必要なことに気づいた」という声が上がるな
ど、自らの専門性を振り返る機会となったようです。多職種連携を進めるために
は、他職種の職務内容を知り、専門性の理解を深めることで、さらに推進すること
を改めて確認することができました。
　引き続き『看取りと多職種連携』をテーマに、藤

ふ じ い
井基

もと
弘
ひろ

先生（医療法人ときわ会 藤井クリニック院長）による講演
が行われました。藤井先生は、終末期の訪問診療の取り組みを通して得た多くの経験を踏まえて、これからの在宅医
療のあり方について講演されました。「終末期の患者さんの気持ちを大切にするには、自分の気持ちを大切にするこ
とが大切である」ことや、「終末期の訪問診療では薬の投与によって痛みを和らげる管理も大切だが、同時に、患者
さんの話を聞いたり、一緒に活動したりして、その人の生活を感じることが大切である」と話され、在宅医療を支え
ていく専門職にとって大きな指針となりました。また、医療、介護職だけではなく、行政、地域などとも連携してい
くことの大切さも話され、参加者一同、新たな気づきとなりました。
　住みよい街を作るには、安心できる生活基盤の構築が大切です。そのためにも、生活課題を明らかにし、一人一人
にそった在宅医療の提供が重要であることを学ぶ研修会となりました。

岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

 准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

問 医療連携課 ☎（21）０３０４
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杭
くえだ

田　岳
がく

ちゃん
（有漢町有漢）

平成28年３月１日生まれ
「いつも岳の笑顔に

みんな癒されてるよ☆」
（応） 父・信也さん 母・美佳さん

１
さい

島
しまた

田　陽
ひ な

菜ちゃん
（和田町）

平成24年３月12日生まれ
「ひな、大好き♡

笑顔も大好き♡」
（応） 父・龍一さん 母・麻美子さん

５
さい

安
あんどう

藤　莉
り こ

子ちゃん
（落合町阿部）

平成28年３月15日生まれ
「祝１歳！　元気いっぱい

優しい女の子に育ってね♡」
（応） 父・規正さん 母・翔子さん

１
さい

平
ひらい

井　心
み ゆ

結ちゃん
（原田北町）

平成28年３月14日生まれ
「お姉ちゃんと仲良く

元気に大きくなってね！」
（応） 父・明彦さん 母・久美子さん

１
さい

伊
い だ

田　宰
つかさ

ちゃん
（成羽町下原）

平成27年３月24日生まれ
「上手にごはんが食べられるように
なったね ２歳のお誕生日おめでとう」

（応） 父・俊章さん 母・由布子さん

２
さい

藤
ふじもと

本　李
り く

空ちゃん
（成羽町下原）

平成28年３月１日生まれ
「早歩き、こけても泣かない李空くん

よっ!! 未来のアスリート!!」
（応） 父・卓哉さん 母・弘子さん

１
さい

川
かわかみ

上　翔
しょうへい

平ちゃん
（落合町阿部）

平成28年３月４日生まれ
「いつまでもその笑顔を

大切に元気に育ってね！」
（応） 父・尊世さん 母・幸子さん

１
さい

富
とみた

田　力
りきあ

暖ちゃん
（落合町阿部）

平成28年３月７日生まれ
「１歳おめでとう！

りっくん大好き☆」
（応） 父・寛有希さん 母・温子さん

１
さい

黒
くろかわ

川　創
そうま

真ちゃん
（成羽町下日名）

平成25年３月11日生まれ
「くま組が楽しみだね

すくすく大きくなあれ」
（応） 父・典孝さん 母・満智さん

４
さい

金
かねだ

田　賛
さん

ちゃん
（荒神町）

平成25年３月12日生まれ
「サンくん大好きだよ！

兄達より」
（応） 父・智之さん 母・真由美さん

４
さい

加
かとう

藤　大
だいち

智ちゃん
（下谷町）

平成28年３月22日生まれ
「身長70センチ♡体重８キロ♡

大大だいち♡大好き♡」
（応） 父・実さん 母・理恵子さん

１
さい

伊
い だ

田　葵
あおい

ちゃん
（成羽町下原）

平成27年３月24日生まれ
「たくさんおしゃべりができるように
なったね ２歳のお誕生日おめでとう」

（応） 父・俊章さん 母・由布子さん

２
さい

戸
と だ

田　景
けいた

太ちゃん
（川端町）

平成28年３月24日生まれ
「☆祝１歳☆

元気にたくましく育ってね！」
（応） 父・元裕さん 母・涼子さん

１
さい

村
むらおか

岡　晶
しょう

ちゃん
（川面町）

平成24年３月28日生まれ
「頼りになる優しいお兄ちゃん

いつまでも兄弟仲良くね」
（応） 父・昌宏さん 母・久美子さん

５
さい

三
みやけ

宅　梓
あずさ

ちゃん
（備中町長屋）

平成25年３月22日生まれ
「これからも沢山食べて

大きくなあれ！！」
（応） 父・勇輝さん 母・夏央里さん

４
さい

４月に１歳～６歳の誕生日
を迎える市内在住のお子さ
んの写真を募集します。お
子さんの氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、住所、応
募者の氏名と続柄、電話番
号、20 字程度のコメント
を明記して、「市民のペー
ジ」係へご送付ください。
市ホームページからも応募
できます。　➡ 締め切り
は３月 24 日（金）まで

山
やまがた

縣　陽
ひなた

詩ちゃん
（頼久寺町）

平成25年３月１日生まれ
「自由人ヒナ！

そのまま大きくなってね」
（応） 父・智志さん 母・絵美さん

４
さい

池
いけだ

田　智
ち さ

咲ちゃん
（奥万田町）

平成25年３月５日生まれ
「どんなことにも一生懸命!！

すてきなお姉さんになってきたね♡」
（応） 父・忠人さん 母・幹子さん

４
さい

野
のむら

村　結
ゆ な

苗ちゃん
（上谷町）

平成23年３月22日生まれ
「もうすぐ一年生になるね

がんばろうっ！！」
（応） 父・直正さん 母・藍さん

６
さい

川
かわかみ

上　創
そうた

大ちゃん
（成羽町上日名）

平成26年３月26日生まれ
「ずっと妹想いで優しい

お兄ちゃんでいてね！」
（応） 父・拓郎さん 母・那都子さん

３
さい

亀
かめい

井　健
たけひろ

弘ちゃん
（宇治町宇治）

平成28年３月29日生まれ
「いつも笑顔に

癒されてます☆」
（応） 祖父・健二さん

１
さい

大
おおつか

塚　すずちゃん
（成羽町成羽）

平成28年３月30日生まれ
「元気いっぱいに

大きくなってね☆」
（応） 父・勇也さん 母・千絵子さん

１
さい

和
わ く の

久野　聡
さとし

ちゃん
（落合町原田）

平成23年３月30日生まれ
「健やかに大きくなってくれて

ありがとう！」
（応） 母・慶子さん

６
さい

難
なんば

波　奏
そうすけ

介ちゃん
（川端町）

平成25年３月31日生まれ
「将来の夢は忍者

夢に向かってジャンプ！」
（応） 父・幸哉さん 母・あさみさん

４
さい
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市民のページ

鈴
すず

村
むら

 繁
しげ

實
み

さん（川上町地頭）

青あ
お

鷺さ
ぎ

の 

足
は
金か
ね

か
な 

二
時
間
も 

池
の
面も

を
見
て 

直ち
ょ
く

立り
つ

不ふ

動ど
う

朝
日
受
け 

冬
木
に
咲
い
た 

雀
花 

枝
か
ら
枝
へ
と 

共
に
飛
び
立
ち

暖あ
た
たか
き 

春
を
呼
ぶ
よ
な 

福ふ
く
寿じ
ゅ
草そ
う 

金こ
ん
色じ
き
に
映は

え 

今け

朝さ

五ご

本ほ
ん
咲
く

幾い
く

千せ
ん

の 

若
き
裸は
だ
かの 

ぶ
つ
か
れ
る 

熱ね
っ

気き

の
む
こ
う
に 

春
を
思
い
ぬ

幼
き
日
の 

ひ
い
な
遊
び
を 

想
い
つ
つ 

わ
が
た
め
求
め
し 

雛
を
飾
り
ぬ

お
茶
お
飲
み 

野や

菜さ
い
を
喰た

べ
と 

口
ぐ
せ
に 

つ
ぶ
や
く
妻つ
ま
あ
り 

勝す
こ
や
か
に
老お

ゆ

悲
し
み
も 
苦
し
み
く
や
し
さ 

過
去
の
こ
と 

ト
ン
ネ
ル
出
れ
ば 

春
の
青
空

春
が
来き

た 

自じ

慢ま
ん
の
喉の
ど
を 

披ひ

露ろ
う
し
て 

今こ

年と
し
酉と
り
年ど
し 

コ
ケ
ロ
ー
オ
ー
コ
ー

ひ
ー
ふ
ー
み 

今
年
も
出
た
か 
福ふ
く
寿じ
ゅ
草さ
う 

堅か
た
い
地ぢ

を
割わ

り 

寒
さ
に
耐
へ
て

病
室
の 

窓
よ
り
見
え
る 

白
い
雲 
天
気
に
な
れ
よ
と 

励
ま
し
て
く
れ

蜜
柑
の
木 

冷
た
き
霜
に 

蓋お
お

わ
れ
て 
葉
先
枯
ら
し
て 

春
を
迎
え
る

雪
の
中 

二
羽
の
ひ
よ
ど
り 

畑
に
来
て 

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
を 

食
べ
て
飛
び
去
る

雪ゆ
き
の
中な
か 

福ふ
く
寿じ
ゅ
草そ
う
の 

顔か
お
見み

れ
ば 

間ま

近ぢ
か
な
春は
る
に 
気き

持も

ち
が
躍お
ど
る

世よ

の
中
の 

甘あ
ま
い
苦に
が
い
も 

見
て
来
た
目め 

今い
ま
し
ば
だ
た
き 
目め

薬ぐ
す
りを
さ
す

イラストやお便り、短歌・俳句・川柳などの作品をお送りください。
※短歌・俳句・川柳などは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。
※住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記して投稿してください。（ペンネームを希望される場合は、その旨お書きください）
※投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、表記等を一部編集させていただくこともあります。
※締め切りは、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原稿や作品は返却できません。

問（送り先） 〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　☎（21）０２１０　　hisyo@city.takahashi.lg.jp

短
歌

髙た
か

田た 

越え
つ

代よ
さ
ん（
宇
治
町
宇
治
）

宗む
ね

岡お
か 

猛た
け
しさ

ん（
成
羽
町
下
原
）

宮み
や
も
と本 

宮み
や
吉き
ち

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

小お
の野 

は
る
惠え
さ
ん（
原
田
南
町
）

小こ

見み

山や
ま 

美み

津つ

恵え
さ
ん（
旭
町
）

坂さ
か
た田 

昭あ
き
夫お
さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

桝ま
す

上が
み 

秀ひ
で

雄お
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

熊く
ま
本も
と 

金き
ん
太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

犬い
ぬ
間ま 

仁ひ
と
詞し
さ
ん（
松
山
）

田た
な
か中 

溫は
る
こ子

さ
ん（
成
羽
町
下
原
）

一い
ち
む
ら

無
良 

遊ゆ
う
し子

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

山や
ま
本も
と 

義よ
し
慧え
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

池い
け
だ田 

利り
え
こ
恵
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

芝し
ば
ふ
き吹 

美み
よ
こ
代
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

俳
句

雪
と
け
て 

鳥と
り

の
宴う
た
げに 

花は
な

臭に
お

う

佳
さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）

「平で去る ママの愛弁 今日かぎり」

川
柳

半
世
紀 

妻
の
味
覚
に 

詞
育
さ
れ

妹せ
の
お尾 

昌ま
さ
美よ
し

さ
ん（
東
町
）

グラウンド・ゴルフを始めてみませんか
　高梁市グラウンド・ゴルフ協会では、新しい会員を募集し
ています。
　グラウンド・ゴルフは、いつでも、どこでも、誰でも出来
る楽しい生涯スポーツです。大勢が集まって、明るい笑い声
の中でプレーし、ボールを追って身体を動かすことで、いつ
までも健康で過ごせるのではないでしょうか。また、市内各
地に会、支部がありますので、近くで楽しめます。入会を希
望する人は、下記までご連絡ください。

問 高梁市グラウンド・ゴルフ協会 斎藤さん ☎（22）６６４４

は
る
か
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まちの出来事

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera

　青少年の健全育成に役立ててほしいと、中村建
設㈱から 100万円が市に寄付されました。
　同社は、昭和 63 年から毎年寄付を続けてお
り、今回で総額4800万円。青少年健全育成基金
として積み立てられ、青少年の健全育成に貢献し
ている団体と個人への表彰事業に使われ、これま
でに 96団体、８個人が表彰されています。

青少年が健全に過ごせるまちに

寄付金を手渡す中村浩巳・中村建設㈱代表取締役

 ２月 10 日　高梁市役所（松原通）

　元サッカー日本代表で、ガイナーレ鳥取ゼネラ
ルマネージャーの岡野雅行さんを講師に「スポー
ツ講演会」（高梁市教育委員会主催）が開催され、
約 250人が参加しました。
　学生時代や日本代表のエピソードを交えながら
「諦めず、努力を続ければチャンスは必ず巡って
くる」と努力を継続する大切さを訴え、参加者ら
は熱心に話を聞いていました。

努力を継続する大切さを学ぶ

「野人」の愛称で親しまれた岡野雅行さん

 ２月９日　文化交流館（原田北町）

知るぶぷれは「高梁を知る」と「シ
ルブプレ」（フランス語で「よろし
ければ」）をかけ合わせた言葉です

　

高
梁
に
変
革
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
き
な
吹
き
抜
け

を
、
ガ
ラ
ス
、
木
と
石
、
そ
し
て
大
量

の
本
が
と
り
囲
む
、
と
て
も
豪
華
な
建

築
物
が
市
街
地
の
真
ん
中
に
鎮
座
し
ま

し
た
。
出
会
い
を
引
き
起
こ
し
、
好
奇

心
を
そ
そ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と

元
気
に
な
る
…
未
来
に
つ
な
ぐ
高
梁
市

図
書
館
。

　
今
回
は
、
高
梁
市
図
書
館
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
説
明
し
て
も
ら
お
う
と
、
ス

タ
ッ
フ
の
佐さ

藤と
う

光あ
き
らさ

ん
と
山や

ま

本も
と

慶け
い

さ

ん
、
23
歳
の
２
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
「
未
来
に
つ
な
ぐ
図
書
館
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
則
っ
て
、
講
演
を
企
画

す
る
な
ど
、
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
開
催
し
て
い
く
佐
藤
さ
ん
は
、

毎
月
変
わ
る
テ
ー
マ
を
中
心
と
し
た
図

書
館
フ
ェ
ア
、
実
習
イ
ベ
ン
ト
と
連
動

し
た
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を
通
じ
て
、

子
ど
も
に
も
、
読
書
が
苦
手
な
人
に

も
、
本
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
移
動
図
書
館
を
も
っ
と
魅
力
的
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
山
本

さ
ん
は
、
巡
回
ポ
イ
ン
ト
と
滞
在
時
間

を
増
や
し
、
ま
た
、
ポ
ル
カ
や
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
な
ど
と
協
力
し
て
、
移
動
販

売
や
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
と
い
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
を
考

え
て
い
ま
す
。
高
梁
市
図
書
館
の
勢
い

を
、
駅
周
辺
の
み
な
ら
ず
各
地
域
ま
で

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
若
く
元
気
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
市
民
は

も
ち
ろ
ん
、
わ
ざ
わ
ざ
市
外
か
ら
来
る

人
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
！

イベント企画担当の佐藤さん。フランス
語が（少し）話せる九州男児。

移動図書館を担当する山本さん。「高梁
でもたくさん友達ができました」と笑顔。
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まちの出来事

　消防団の活動に積極的に協力している事業所に
交付する「高梁市消防団協力事業所表示証」の交
付式が行われました。
　平成 28年度は、日軽形材㈱、㈱山室建設、㈱
勇成建設、イーグル工業㈱岡山事業場、岡山イー
グル㈱、三京㈱、㈱三美産業、住友電工焼結合金
㈱、武田鋳造㈱高梁工場、中村建設㈱の１０事業
所に交付しました。

平成 28年度消防団協力事業所の皆さん

春光の城下町を駆け抜ける
 ２月 19 日　高梁市役所周辺ほか

高梁市を全国にＰＲ
 ２月 12 日　高梁総合文化会館（原田北町）

　サッカー女子・なでしこリーグ２
部の吉備国際大学シャルムから、子
どもたちの事故防止とシャルムの応
援の輪が広がるよう、チームカラー

の黄色を採用したオリジナルのランドセルカバー
250 枚が寄贈されました。寄贈されたランドセ
ルカバーは、今春、市内小学校に入学する 184
人に配る予定になっています。

ランドセルカバーを寄贈する選手たち

　「第 38 回市民健康づくり愛らぶ
高梁ふれあいマラソン」（市・教育委
員会・市体育協会主催）が開催され、
３kmのふれあいコース・５kmの

愛らぶコース・10kmの城下町コースの３コース
12部門に 801 人が参加。沿道の声援を受けなが
ら、ランナーたちは本町通りなど、城下町の趣が
色濃く残る町並みの中を駆け抜けていきました。

親子連れのランナーも多く参加

　「明るく！楽しく！元気よく！」をテーマに、
地域の皆さんの元気な歌声を全国に届けるＮＨＫ
の人気番組「ＮＨＫのど自慢」（市・ＮＨＫ岡山
放送局主催）の公開生放送が高梁総合文化会館で
行われました。
　ゲストに前川清さん・香西かおりさんを迎え
て、予選を通過した20組が出演し、高梁市から
元気な歌声を全国に届けました。

高梁総合文化会館に設置された特設ステージ

地域防災体制の充実に貢献する
 ３月１日　高梁市消防本部（横町）

子どもたちの事故防止に役立てて
 ２月 17 日　高梁市役所（松原通）
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今
月
の
表
紙
は
「
な
り
わ
神
楽
マ
ラ

ソ
ン
」。
天
候
に
恵
ま
れ
、
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
成
羽
の
町
並

み
を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。
自
分

の
記
録
に
挑
戦
す
る
人
、
親
子
で
楽
し

く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
走
る
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
爽
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
完

走
し
た
皆
さ
ん
の
姿

を
見
て
い
る
と
来
年

は
参
加
し
て
み
よ
う

か
な
？
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
号
の
編
集
後
記
に
「
今
年
も
頑

張
り
ま
す
！
」
と
書
い
て
か
ら
あ
っ
と

い
う
間
の
１
年
。
春
に
は
備
中
高
梁
駅

西
口
広
場
の
完
成
、
夏
の
備
中
松
山
踊

り
、
秋
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
、
そ
し
て
冬

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
高
梁
市
図
書
館
を
含
む
複
合
施

設
の
完
成
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
話

題
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
行
政
放

送
で
も
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
を
テ
ー
マ
に
し

た
ド
ラ
マ
を
制
作
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
、
親

し
み
や
す
い
情
報
発
信
に
心
が
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
♪（
三
上
葵
）

問 備中たかはし「町家通りの雛まつり」実行委員会事務局（文化交流館内） ☎ (21) ０１８０

主な催し ※催しは予告なく変更となる場合があります。

　 雛飾り展示  ３月 24日（金）～４月２日（日）

　 開会式【人形の喜峯】
    ４月１日（土）　午前９時 30 分～

　 ステージイベント【人形の喜峯】
    ４月１日（土）・２日（日）  午前 10 時～午後４時

　 町なみイベント【本町町家通り】
    ４月１日（土）・２日（日）  午前 10 時～午後４時

　 町かどバザール、雛あらし【本町町家通り・紺屋川】
    ４月１日（土）・２日（日）  午前 10 時～午後４時

　 人形供養（有料）【人形の喜峯】
    ４月１日（土）  午後１時～

第
11
回 
備
中
た
か
は
し

  
町
家
通
り
の
　

雛
　

ま
つ
り

日時　４月１日（土）・２日（日）
  　午前 10 時～午後４時

会場　本町町家通り・紺屋川周辺

高梁市図書館

広
報
た
か
は
し
３
月
号
（
通
巻
150
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
政
策
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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